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１本目　あなたのような女性は苦手なんです。












　私、白石しらいし美優みゆうが石崎いしざき誠司せいじを嫌っているのには理由ワケがある。






　さかのぼること半年。四月にこの大企業、大東産業だいとうさんぎょう株式会社――通称ＤＴＩに派遣され、備品配達の仕事を任されて間もない頃のこと。

　日々配達をしながら恋活に勤しんでいた私の目は、石崎を見つけた瞬間、彼に釘付けになった。

　シワの少ないスーツに白いシャツ。きっちりと締めたネクタイ。額を出すようセットされた黒髪。端正な顔立ちではあるが、特別に美男というわけではない。フレームの細いメガネをかけていて見るからに〝カタブツ〟という感じだし、女性にモテそうな印象もない。これまでの人生で好きになったどの男性ともタイプが違った。

　けれど、キリッと上がった眉と筋の通った高い鼻、そしてシャープな輪郭と目立つ喉仏がなんとも印象的で、妙に心を掴まれた。まったく根拠はないのだけれど、彼となら絶対に素敵な恋ができると、なぜだか確信が持てた。

　ＤＴＩ本社には芸能人にも見劣りしない美形の男性社員が何人もいる。なのに私には、その誰よりも彼が魅力的に見えた。理屈では説明できないけれど、とにかく、全身の細胞が震えてしまうほど彼に惹かれたのだ。

　ようするに〝ひと目惚れ〟。人生で初めての経験だった。

　昨今は恋が始まりそうな予感や関係に進展がありそうな予感を覚えた時、シミュレーションゲームの用語を用いて「恋愛フラグが立つ」と表現する。この時私は、彼との間にピカピカの恋愛フラグが立ったのを感じて、胸を大きく膨らませた。

　それ以降、私は少しでも親密度を上げるため、彼の部署へ配達に行くたびに、あるいは廊下で彼に出会うたびに、とびきりの笑顔で彼に構った。

「石崎さ～ん、おはようございます」

「石崎さ～ん、今日は暖かいですね」

「石崎さ～ん、なにかご入用のものはありませんか？」

　己の持てる技術の限り、めいっぱいかわいく振る舞った。誰よりも心がときめく彼と、どうしても仲よくなりたかったのだ。

　ところが彼の反応は、すこぶるつれなかった。

「おはようございます、白石さん」

「はぁ、そうですね」

「いえ、特にありません」

　話しかければ応えてくれるが、会話が続かない。というより、続けてもらえない。

　これは〝最初こそ無愛想だけど親密度を上げるほどデレる王道パターン〟に違いない。とにかくコツコツ親密度を上げていこう。親密度が三〇パーセントくらいまで上がれば、きっと彼の態度も変わってくるはず。

　私は過去にプレイした恋愛ゲームに照らし合わせ、ポイントを稼ぐように彼に絡みつづけた。石崎誠司攻略のためのフラグを、一本一本大事に立てていくように。

　事件が起きたのは、五月の連休が明けた頃。

「白石さん。申し訳ないのですが、もうあまり僕に構わないでください。正直言って、あなたのような女性は苦手なんです」

　石崎本人に、面と向かってそう言われてしまったのだ。

　好意を寄せる男性に真っ向から拒絶された。それもまた、人生で初めての経験だった。

　この瞬間、コツコツ上げていた親密度は突然マイナスへと急転直下。大事に立てていたフラグも、すべてバキバキに折られてしまった。

　彼の部署に配達があるとわかっただけで、その日の仕事が楽しみだった。配達がないのに廊下で会えた日は、その日がとてもいい一日のように思えた。まるで青春時代のようなキラキラした片想いのおかげで、派遣されたてで覚えることだらけのハードな日々も楽しかった。

　打算がゼロとは言えないが、彼に対する気持ちは純粋な恋心だったのに。

　私が鬱陶しいからって、面と向かってぶった斬ることないじゃない。

「そうですか、わかりました。お仕事の邪魔をして、申し訳ありませんでした」

　この時ばかりは、さすがに笑顔をキープできなかった。声も震えてしまった。

　でも、涙だけはこらえた。

「なんでそんなこと言うんですかぁ？」とウルウル涙を見せて良心をくすぐることもできたのだろうが、本当に彼のことが好きだったからこそ悔しくて、意地で泣かなかった。

　それからは、かわいさ余って憎さ百倍。純粋な恋心は傷つけられたことに対する憎しみへと変わり、石崎は「心ときめく素敵な男性」から「面と向かって私を傷つけた無神経な男」になった。

　以来ずっと、密かに嫌っている。
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　人生ままならないな。

　初めてそう思ってから、そろそろ十年が経とうとしている。

　あと少しで二十八歳。当初の人生設計では、とっくに素敵な人と結婚して、子供もひとりかふたりいて、家事に育児に忙しく幸せに暮らしている予定だった。

　ところが現実は、この数年まともに彼氏すらできず、結婚なんて程遠い。ドラマチックな恋愛をして二十代のうちにウェディングドレスを着たいと夢見ていたのだが、この調子では難しそうだ。結婚願望の強い私としては、まったく不甲斐ない結果である。

　とはいえ、幸せな恋愛結婚を諦めたわけではない。今が絶好の恋活チャンスなのだ。

　私はささやかな野心を胸に秘め、とびきりの笑顔を貼りつけてオフィスを巡る。

　たくさんの備品を載せたカートを押して。

「おはようございま～す。備品管理係の白石です。配達に参りましたぁ」

　部署の出入り口で声をかけ、入室する。オフィス内にいる社員たちの視線が一斉にこちらを向く。長く視線が残るのは男性社員ばかりだ。

　それもそのはず。私はこの会社でモテるため、女子としてのパラメータを「男ウケ」に全振りしている。

　軽くカールを入れたミディアムヘア。艶のあるベースメイクにこだわったナチュラル（風）メイクに、淡い色のフェミニンなオフィスカジュアル。ネイルもたいていピンクベージュ系で、香水は癖のないものをごく少量だけ。一五五センチのやや低めの身長と声が高いところは、狙ったわけではなく遺伝の賜物だ。

　ＤＴＩは国内有数の大手電気機器メーカーだ。総合的なＩＣＴソリューションの提供をメイン事業にしている。テレビでもよくＣＭを出しているため、この会社を知らない人はほとんどいない。ここで働く男性社員はハイスペックぞろいだ。フリーかつ結婚適齢期の私に、この素晴らしい漁場で恋活をしないという選択肢はない。

　とはいえ、私の「男ウケ」以外のパラメータはせいぜいＢ～Ｃ程度。この会社の男性たちに注目してもらうためには、わかりやすい一点に特化する以外なかったのだ。

　遠くの席から「あ、美優ちゃん」とデレデレ手を振る人たちに、「おはようございまぁす」と笑顔を返す。より多くの人に好印象を持ってもらうことは大事だし、チヤホヤかわいがってくれるのはシンプルにありがたい。誰にでも等しく愛想を振りまいておくことは、恋愛においても仕事においても、いつか大きな実を得るための種まきになると、私は信じている。

　いいように表現したけれど、あけすけに言えば、私はあざとくて腹黒いのだ。ちょっと古い言葉だが、一部の人に陰で〝ぶりっ子〟、つまり〝かわいい子ぶって媚びた振る舞いをする女〟だと揶揄されているのも知っている。

　それでも私は、自分の幸せのためにこのキャラをやめるつもりはない。素っ気なくしているよりぶりっ子でいるほうがずっとモテるし、仕事もやりやすいのだから。むろん、あえて語尾を伸ばす話し方をしているのも、その演出のためである。

　こんな私だが、仕事には真摯に取り組んでいる。私が配属されているのは、総務部総務課の備品管理係、通称〝備管〟という部署だ。その名の通り、備品や消耗品の在庫管理や配達を行っている。

　その中でも私が担当しているのは、消耗品の配達と在庫整理だ。簡単な仕事のように思われるけれど、ＤＴＩほどの大企業ともなると部署が多く、「ここの部署では他企業の機密を扱っているため社用でもスマホ持ち込み不可」とか、「あそこの部署は午前中が修羅場なので午後にのみ配達可能」とか、それぞれに決まり事や事情があって複雑なうえに、わりと重労働だ。

　ＤＴＩで働く派遣社員には、一定の条件をクリアすると、正社員登用試験を受けるチャンスがもらえる。ただし試験の合格率は約三割と低く、結構ハードルが高い。試験内容は筆記と面接だが、社員からの評価も選考に含まれると聞いている。私もこの会社で正社員になりたいと思っているので、信頼を得られるよう日々精進しているところである。

　支給されている社用スマホのアプリで情報を確認しながら、発注者に品物を配布していく。その際はリーダー格の女性事務員――いわゆる〝お局様〟から優先的に手渡すのがポイントだ。

「お忙しいところ失礼します。Ａ４サイズの窓空き封筒と三色ボールペンの替え芯、それから大きいサイズの付箋、お待たせしましたぁ」

「お疲れ様、ありがとう」

　この手のタイプの女性に睨まれると仕事がやりにくくなるのは、どんな派遣先でも変わらなかった。ぶりっ子キャラで仕事をするのなら、なおさら。

　だから私は、女性社員には男性社員以上に愛想よく振る舞っている。決して「男にばかりいい顔をしている」と思わせてはいけない。

「このあとコピー用紙の補充、やっておきますね」

「あら、助かる。ちょうどそろそろ発注しようと思ってたの」

「用紙の残量は私たちの方でも把握できるので、これからも気づいた時は私の方で補充しておきますよ」

「本当に気が利くのね。いつも本当にありがとう」

「いえいえ。トナー回収のついでですから」

　ぶりっ子が仕事で認められるためには、最低でも期待以上に仕事ができなければいけない。一流企業であるＤＴＩは当然ながら優秀な社員ばかりなので、求められる仕事のレベルが高い。それに応え続けるための努力が、常に必要なのだ。

　この部署で気持ちよく配達を終え、次の配達先へ。

「えーっと、次は……はぁ。あそこかぁ」

　アプリに表示された部署名を見て、思わずため息が出た。

　ネットワークビルディング部ネットワークビルディング３課。通称ＮＢ３。

　この部署には、石崎誠司がいる。

　名は体を表すというが、その字の通り、石崎は見た目も性格もカチコチにカタくてきまじめな、この部署の技術営業マンだ。最近知ったのだが、どうやら私と同い年らしい。

「失礼しま～す。備品管理係の白石です。配達に参りましたぁ」

　いつものように声をかけ、入室。石崎は……いたいた。今日はデスクではなく、オフィスの中ほどにあるテーブルで、三人集まって作業をしている。

　今日のスーツはグレー。シャツは相変わらず真っ白。ネクタイはネイビー系のドット柄。輪郭と喉仏が、今日も腹が立つほど綺麗だ。だけど、やっぱり大嫌い。

「あ、白石さ～ん。待ってたよ。こっちこっち！」

　石崎と共にテーブルで作業をしている先輩社員、前田まえださんが手を振る。前田さんは快活で面倒見のいいお兄さんという感じの人で、このチームのリーダーだ。石崎と違って、気さくに話しかけてくれる。

　私は「は～い」と愛想よく笑い、社用スマホとカートを所定の場所に置いて、お届けの品を抱えてテーブルへと歩を進めた。石崎には近づきたくないのだが、仕事なので仕方がない。

「お待たせしましたぁ。図面用紙、こちらで大丈夫ですか？」

　技術的なことはよくわからないが、ペーパーレス化が進んでいる我が社では図面でもなんでもパソコンやタブレットで作ることが多い。それでも複雑な設計においては小さな画面より大きな紙の方がやりやすいことがあるようで、アナログな備品の注文を受けることもたまにある。

「そうそう、これこれ。この大きいやつ」

「今朝の注文だったのに、さっそくありがとう」

　前田さんともうひとりの先輩社員、太田おおたさんが感謝の言葉をくれる。太田さんは女子ウケする甘めの顔立ちをしているのだが、話すとちょっと毒気や闇を感じるニヒルなタイプだ。それでもやはり、石崎よりは愛想よく話してくれる。

　石崎はちらりと私を見てペコリと頭を下げただけで、すぐに顔を逸らした。

　……いつものことだし、別にいいけど。

「新しい用紙が届いたところで、いったんまとめて清書してみましょう」

　石崎が淡々とそう言って、定規やシャープペンシルを図面の上に置いた。雑多に置かれているたくさんの書類から察するに、きっと難しい仕事をしているのだろう。

「縮尺はこれまでと同じでいいですか？　それから――」

　石崎はふたりを急かすように専門的ななにかを話しだした。この場が自然と仕事モードへと切り替わり、各々パソコンや資料を差しながら話し合いを始める。

　リーダーの前田さんはおしゃべり好きなので、いつもならもう少しコミュニケーションを取るのだが、石崎がそれを許さなかった。私をこの場から追い出したいのだ。

　そんなことしなくたって、さっさと退散しますよーだ。

「お邪魔しましたぁ。お仕事頑張ってくださいね～」

　私はかろうじて笑顔をキープして、そそくさと次の配達部署へと向かった。






　午前の配達を終え、総務課のフロアに戻った。十月の中旬とはいえ、結構な運動量があるのでじんわり汗をかいている。軽くなったカートを倉庫へ戻し、回収したトナーを専用のボックスに収めて総務課のオフィスへ。

「ただいま戻りましたぁ」

「白石さん、配達お疲れ様です。特に急ぎの注文は来ていないので、このまま午前の休憩に入ってもらって大丈夫ですよ」

　戻った私に声をかけてくれたのは、同じ備品管理係で働く正社員の中村なかむらやよいさんだ。化粧っ気はないけれど背が高くスラッとしていて、モデル並みに手足が長い。女子パラメータでいうと、「スタイル」に全振りしている感じの女性だ。年齢が近いこともあり、たまに食事に行くなどして仲よくしてくれている。

「わかりました～。ありがとうございます」

　通勤バッグから化粧ポーチを取り出し、パウダースペースへ。配達のあとは軽く汗を拭いてメイクを直し、そのままコーヒーブレイクをするのがルーティンになっている。

　ＤＴＩ本社ビルには、各フロアにラウンジと呼ばれる談話スペースがある。スペースの中央にはソファーとローテーブルが二セット、光の入る窓沿いのカウンターには十席ほど設えてあって、壁際にドリンクと軽食の自動販売機、そして挽きたてコーヒーが淹れられるマシンが設置されている。言わずもがな、従業員の憩いの場だ。

　コーヒーを抽出し、砂糖とミルクを混ぜてカウンター席へ。香りを楽しみつつちびちび啜りながら窓の景色をぼーっと眺める。いい天気だ。街は人や車が絶えず行き交っていて、ここが大都会東京の中心地であることを実感する。ＤＴＩに派遣されるまでは生まれ育った埼玉でしか勤務したことがなかったから、初めのうちはこの景色に浮かれていたっけ。

　コーヒーを半分ほど飲んだところで、奥の方からキャピキャピした女性社員の声が聞こえてきた。……嫌な予感がする。

「あらぁ？　白石さぁん？」

　げっ……！　出たな、秘書課三人組。

　彼女たちがラウンジに入ってきた瞬間、遠慮のない香水の匂いが辺りを包んだ。コーヒーの香りを邪魔して、残りを飲む気が減退する。

　女性社員には、男性社員以上に愛想よく。

　私は顔に無理やり笑みを貼りつけ、彼女たちに向けた。

「みなさん、お疲れ様です」

「お疲れ様で～す。今日はもう配達、終わったんですかぁ？」

　語尾を伸ばす話し方をするのは私も同じだが、彼女たちの伸ばし方にはなんともいえない粘っこさを感じる。

「はい、午前の分を終わらせたところです」

　私がにこやか答えると、三人は顔を見合わせクスッと嫌な笑いを漏らした。

「備管の仕事って、ほぉんと大変ですよねぇ～」

「ね～、私にはできなぁい。すぐに脚とかパンパンになっちゃうしぃ」

「白石さん、毎日毎日ほんとすごいですよぉ」

　うっっっっっざ。

　笑顔をキープしつつ、心の中で思いきり毒づく。

　彼女たちの得意技は、親しげに話しかけているように見せかけたマウンティングだ。私をすごいと褒めながら、自分たちは秘書という華やかな肩書を与えられ優雅なデスクワークをしているのだと主張している。

「全然すごくないですよぉ。たしかに脚は疲れますけど、いい運動になります」

　この手のイヤミは笑顔で流すのがセオリーだ。挑発に乗って苛立ちを見せては相手の思うツボ――つまり負けになる。

　中村さんに教えてもらったのだが、彼女ら秘書課は同じ総務部の仲間でありながら、総務課をものすご～く下に見ているらしい。秘書課といっても、彼女たちは役員秘書というわけではなく、役員秘書たちの指示で諸々の手配をする雑用係というのが実情なのだが、いったいなにが彼女たちの鼻をそこまで高くしているのだろう。

「私もたまに絡まれますけど、白石さんにだけやたらと突っかかってくるのはどうしてでしょうね？」と、中村さんは首を傾げていた。

　その答えを、私は察している。同族嫌悪だ。

　彼女たちも私と同じで、パラメータを「男ウケ」に振り切っている腹黒ぶりっ子。現に私たちは、申し合わせたわけではないのに服装や髪型が同系統だ。一見気が合いそうなのにいちいち嫌な風に絡んでくるのは、仕事上必然的に男性社員との出会いが多く、自分たちよりチヤホヤされている私が気に入らないからだろう。格下部署の派遣社員のくせに、と。

「仕事が運動になるなんて、うらやましいよね～」

「ね～。私たちなんて、座りっぱなしで運動不足になるからぁ、最近ジムに入会してぇ」

「そうそう。会社帰りに汗かいて帰るようにしてるんですよぉ」

　あーはいはい。私たちは汗臭い仕事なんてしてませんアピール、お疲れ様です。

　あとどれくらい続くのだろう。休憩中に話しかけてくるのは構わないが、こんな風に絡まれるのは面倒くさい。毎日のようにやられてさすがにムカついているので、この三人の名前はあえて覚えないようにしている。

「美優ちゃん、お疲れ～！」

　笑顔と笑顔がバチバチにぶつかるラウンジに、快活な女性の声が響いた。勇ましい足取りでやってきたのは、同じく総務課、催事係の係長、樺島かばしまルミさんだ。

「樺島さん、お疲れ様です」

　三人組は彼女を見るなり顔を引き攣らせ、「お疲れ様です～」と挨拶だけして逃げるようにパウダースペースへと去っていった。

　樺島さんは私より三つ年上で、係が隣同士ということもあり、中村さん共々後輩兼友人としてかわいがってくれている。気が強く見た目も派手な美人で、さらに仕事もできる。パラメータは「カッコよさ」が突出しているタイプの人だ。

　秘書課の三人は、総務課の中でも樺島さんにだけは敵わないと思っているらしい。樺島さん自身もそれを察していて、私が絡まれているとこうして助けてくれる。

「まったく、すーぐ逃げるんだから。意気地がないよね」

　ふん、と鼻息荒く三人に視線を投げる樺島さんは、今日も強くてカッコいい。ぶりっ子を卒業したら彼女のようになりたいと、中村さんと一緒に憧れている。

「いつも助けてくれて、ありがとうございます」

「私は美優ちゃんに声をかけただけで、なにもしてないよ。じゃあ私、外出だから。またね」

「いってらっしゃい。お気をつけて」

　ＤＴＩには素敵な人がたくさんいる。嫌いな人も何人かいるけれど、それも刺激的で悪くない。仕事はちょっと大変だけれど、だからこそ充実している。

　この会社で正社員になりたい。久しぶりにできた、私の夢だ。

　先日晴れて勤続六ヶ月という条件をクリアし、来年一月に行われる正社員登用試験の受験資格を得た。合格すれば、四月から正社員として勤務することができる。学歴も資格も大した職歴もない私には、この優良企業の正社員になれるまたとないチャンス。

「よし、頑張ろう」

　ぬるくなったコーヒーを飲み干し、カップをゴミ箱へ。うんと体を伸ばし、夢に向かって意気揚々と総務課のオフィスへ戻った。






　私はＤＴＩに派遣されたのと同時に、会社から少し離れた墨田区の東向島ひがしむこうじまでひとり暮らしを始めた。住まいは三階建てマンションの二階だ。築二十五年以上ながら水場はリフォームされていて綺麗だし、オートロックも付いている。

　家賃は管理費込みで七万円弱。派遣の給料だけでやっていけると見込んでいたのだが、いざ暮らしはじめてみると思った以上に余裕がなかったため、追加でアルバイトをしている。

　バイト先は「きらり」という、自宅から徒歩十分のところにある小さなスナックだ。

　勤務は火・木・土の週三日。勤務時間は営業時間である午後七時から午前〇時。睡眠時間が短くなるのはちょっとキツいけれど、正社員になれるまではここで頑張るつもりだ。

　迎えた土曜日。オフィスカジュアルと兼用しているフェミニンな服を纏い、スナック仕様の濃いメイクを施して、きらりに出勤。裏口からオフィス兼キッチンスペースに入る。

「おはようございま～す」

　この店に勤めて初めて知ったのだけれど、水商売の世界では、出勤時の挨拶は昼夜を問わず「おはようございます」である。

「おはよう美優ちゃん。バッグ置いたらおしぼりを補充してくれる？」

　迎えてくれたのはパソコン作業中のさやかママだった。色気がある美人で、シックなレースのワンピースと綺麗にセットされた黒髪がとても似合っている。年齢は四十五歳なのだが、とても成人したお嬢さんがいるようには見えない色っぽさがある。パラメータは「色気」と「ミステリアス」の二本柱に違いない。

「わかりました。ついでに箸の補充もやっちゃいますね」

「ありがとう。助かるわぁ」

　おしぼりの入ったケースを持って店内に入ると、この店のレギュラースタッフ――会社でいうところの正社員であるユカさんが、ブランデーのキープボトルを磨いていた。

「おはよう美優ちゃん。今日は野口のぐちさんが団体で来るみたい。団体といっても五人だけど」

　ユカさんは三十三歳で、ややふくよかな体型をしている。今日は淡い紫の花柄シフォンカットソーに、白いスカートという装いだ。底抜けに明るくて愛嬌があり、びっくりするほど歌が上手い。彼女の歌を聴くためにこの店に通っているお客さんもいるくらいだ。パラメータは「愛嬌」や「明るさ」を押しのけて、「歌唱力」が規格外に突出している。

「うちはおひとり様が多いから、五人でも多い方ですよ。賑やかになりそう」

「だね。二次会で来るって言ってたし、到着は八時くらいかな」

「わかりました。おしぼりをウォーマーに詰め終わったら、ソファーの卓にお迎えの準備、しておきますね」

　きらりにはカウンターに五席、その背後に最大八人が座れるＬ字型のソファー席がある。どちらもゆったりくつろげることにこだわった、座り心地のいい席だ。スナックでは基本的に、お客様を正面に見て接客をする。ソファーの卓に付く際には、お客様の要望があれば隣に座ることもあるが、ソファーの対面に置いたローチェアに座って接客するのが常だ。

　お客様をお迎えする卓には、シックなランチョンマットに店のロゴが入った厚紙製のコースターと割り箸をセットする。予約があった場合は、予約者のキープボトルとグラス、そして乾き物の個包装三種を盛ったおつまみセットもあらかじめ人数分出しておく。

　午後七時。ボサノヴァのＢＧＭを流しダウンライトの照明を絞る。看板のライトを灯したら、スナックきらり、開店だ。

　数分すると、常連のお客さんがひとり、またひとりとやってくる。扉が開くたびにカランカランカランと鳴る、レトロなドアベルの音が心地よくて好きだ。

「いらっしゃいませ。きらりへようこそ。カウンター席へどうぞ」

　お客さんは五、六十代の男性が多い。常連さんたちはお互いに顔見知りで、きらり友達、略して〝きら友〟なのだという。

「お～、松まっちゃん。来てたの」

「井田いださん、どうもどうも」

　お客さんが座ったら、おしぼりを開封し、開いて手渡す。

「美優ちゃん、今日は日中暖かかったね」

「ほんと、昼間はまだ暑いくらい。まだ秋って感じになりませんねぇ」

　ガラス棚からキープボトルを出し、お客様の前へ。コースターにおつまみを盛った小皿を置き、グラスとアイス、ミネを揃え、すぐに最初の一杯を作る。アイスとは、かち割り氷とアイストング、マドラーをアイスペールに入れたセットのことで、ミネとはお酒を割るためのミネラルウォーターのことをいう。最初の一杯ができたら、次はキッチンでお通しをよそって出す。

「お、今日のお通しは卯の花か。いいねぇ。美優ちゃんが作ったの？」

「まさかぁ。もちろんママが作りましたよ」

　グラスの結露を拭うハンドタオルをさりげなくアイスの横に置けば、セットはすべて完了だ。ここからはお客様のグラスの様子に気をつけながら、トークを楽しむ。

　きらりの常連さんは優しくて穏やかな人たちばかり。私のこともかわいがってくれるので、楽しくバイトを続けられている。

　午後八時を迎える少し前、常連の野口さんが四人の男性を連れてやってきた。ユカさんが言っていた団体のお客さんだ。

「野口さん、いらっしゃいませ。みなさんも、きらりへようこそ」

　さやかママが出迎え、予約席の札を置いたソファーの卓へと案内する。野口さんが連れてきた四人の男性のうち、三人はぱっと見三、四十代、もうひとりは二十代くらいの若い人だった。

　若いお客さんが来るのは久しぶりだな。しかも、さわやかイケメンだ。

　前髪はちょっと長めだが、襟足はすっきりカットされている。こちらを向いていないので目元はよく見えないが、通った鼻筋と顎のラインが綺麗で喉仏が色っぽい。体型は筋肉質。シワのない上下無地の控えめな服装は、抜群に清潔感がある。

　なんか、久しぶりにすごくタイプな人を見つけたかも。お客さんを恋愛対象にはしないけれど、素敵な人にときめくくらいはいいよね。

　イケメンをチラ見しながら人数分のおしぼりをウォーマーから取り出す。トレンチにアイスとミネ、おしぼりを載せ、イケメンに浮かれる気持ちを抑えながらソファーの卓へ向かった。

「いらっしゃいませ。きらりへようこそ」

　笑顔で言いながら、上座にいる野口さんからひとりひとりにおしぼりを手渡す。イケメンは一番の若手だからか、いちばん下座にあたる席だ。必然的におしぼりを渡すのは最後になる。

「いらっしゃいませ」

　ついにおしぼりをイケメンに差し出す。すると彼は、前髪の下の目を丸くした。

「白石さん？」

「ふぇ？」

　初対面の人に名前、しかもこの店では名乗っていない苗字を呼ばれ、驚きのあまり変な声が出た。

　私のこと、知ってるの？　誰？　こんなにタイプの人、会ったことがあれば忘れるはずないのに。ん？　いや、ちょっと待って。この声、聞いたことがある。誰だっけ？　眉の形、鼻の高さ、顎の輪郭、そして喉仏。妙に既視感がある。……まさか。

　彼の正体に気づいた瞬間、私は心の中で「げっ！」と叫んだ。

「もしかして、石崎さん……ですかぁ？」

　ときめいていた心が、一気に氷点下まで冷える。いつもと髪型が違うしメガネもかけていないから、石崎だと気づかなかった。会社とは別人みたいに印象が違う。

「はい、石崎です。白石さん、どうしてこの店に？」

　それはむしろこっちのセリフだ。どうしてあなたがこの店に？

　まさか、新しいフラグ？　突発イベント開始しちゃった？

「私、ここでバイトしてるんですぅ」

「バイト……ですか」

　不思議そうに目をぱちぱちしばたく。ただでさえ給与水準が高いＤＴＩでちゃっかり出世コースを歩んでいる彼には、バイトなんて発想はないのだろう。

「あら。ふたりはお知り合い？」

　ママが手早く全員分のお酒を作りながら白い歯を見せる。

「ええ。彼女とは会社が同じで」

　答えたのは石崎だ。野口さんが「へぇ」と感心したように声をあげる。

「ということは、美優ちゃん、ＤＴＩで働いてるの？　すごいね」

　きらりのお客さんには、昼間に会社勤めをしていること自体は話しているが、勤め先までは明かしていなかった。それが知られてしまったのは別にいい。

　問題は、ＤＴＩの社員にバイトしているのを知られてしまったことだ。会社の誰にも打ち明けていなかった。仲よくしてくれている中村さんや樺島さんにもだ。それなのに、よりによって石崎に知られてしまうとは不運極まりない。

「いやいや、全然。ＤＴＩといっても、私はただの派遣ですから」

「え、白石さん、派遣だったんですか」

　石崎は驚いたように両眉を上げた。派遣であることは自己紹介した際に伝えたはずなのだが、覚えていなかったようだ。よっぽど私に興味がなかったのだろう。あんなにアピールしていたのは、やはり無駄だった。

　悔しさと情けなさと腹立たしさで、腹の奥がずんと重くなる。

「私のことより、野口さんと石崎さんはどういったお知り合いなんですかぁ？」

　野口さんは店の近くで印刷屋を営んでいて、きらりのコースターや箸袋、お店とママの名刺など、オリジナルの紙類はほとんど野口さんの会社に作ってもらっている。町の印刷屋とＤＴＩのＮＢ部に接点があるとは思えない。仕事繋がりという線はなさそうだ。

「ここにいる連中は、みんな剣道の繋がりだよ」

「剣道？」

「今日は区内の体育館で小中学生の大会があってね。運営を手伝ってもらってたんだ」

　そういえば、野口さんは地元の道場で剣道の指導を手伝ったり、大会を開催する委員会の仕事をしたりしていると聞いたことがあった。

「そうだったんですね。ということは、石崎さんも剣道をされてたんですか？」

「ええ。大学時代まで昇段試験を受けていました。今は体を動かしに自宅近くの道場に行く程度ですが、たまに大会運営のお手伝いもしています」

「へ、へぇ～」

　きまじめでカタい性格は剣道で培われたのだろうと、妙に納得する。思いがけず彼のプライベートを知ってしまった。別に、今さら知ったって嬉しくないけど。

　野口さんとは気楽に話せるが、石崎がいるとどんな顔をしていいかわからない。早くこの場から去りたい。

「いらっしゃいませ～きらりへようこそ！」

　笑顔をキープする筋肉に限界を感じはじめた頃、ユカさんが五人分の卯の花を持ってやってきた。

「お、ユカちゃん。今日もあの曲、歌ってくれよ」

「任せてください。ちゃんとデンモク、持ってきてますよ」

「まずは乾杯だ。ママもユカちゃんも美優ちゃんも、飲んで飲んで」

「ありがとうございます。いただきま～す！」

　野口さんはユカさんの歌が大好きなので、この卓は彼女に任せるのがベストだろう。

　私は乾杯の一杯だけ飲ませてもらって、石崎から逃げるようにそそくさとカウンターへ戻った。

「美優ちゃん、苗字は白石っていうんだね」

「やだ井田さん。聞いてたんですかぁ？」

「聞こえたんだよ。いいじゃん白石。似合ってるよ」

「そうですか？　画数が少なくて、書きやすいところは気に入ってます」

　緊張か、驚きか、イライラか。よくわからない感情で心臓がドキドキしている。恋愛感情がぶりかえしたとか、そんなんじゃない。絶対に。

　石崎が店を出るまでの二時間、私は彼のいる卓で接客にあたることはなかったのだが、時折彼の視線を感じて、ずっと落ち着かなかった。






　週明け、月曜日。いつものようにカートを押して配達に勤しんでいると、エレベーターホールで出先から戻ってきた石崎にばったり遭遇した。

　思わぬ事態に「ひっ……！」と喉が鳴る。ＮＢ３のオフィスにいなかったから安心していたのに、油断していた。

「あ、白石さん。週末はどうも」

　彼は私を見るなり、律儀にペコリと頭を下げた。彼の方から挨拶をしてきたのは初めてだ。

　幸運にも今この場には誰もいないが、余計なことを言いふらされては敵かなわない。

　私は意を決し、彼との距離を詰める。

「石崎さん。ちょっと」

　彼の硬い腕を掴み、人気のない給湯スペースへと引き摺り込む。

「白石さん？　どうしたんですか？」

　戸惑っている彼に、私は勢いよく頭を下げた。

「お願いします！　私がきらりでバイトしていること、会社の人には黙っててください！」

　嫌いな男に頭を下げるのは癪だが、背に腹は変えられない。

「なぜです？　ＤＴＩは副業禁止じゃありませんし、派遣社員であればなおさら制限されませんよね？」

　石崎は心底解せないといった風に首を傾げた。フルタイムの派遣社員でも正社員ほど稼げるわけではないので、生活のためにアルバイトをしている人は珍しくない。

「制度の問題ではなく、イメージの問題です。正社員登用を目指しているので、イメージダウンに繋がることは極力オープンにしたくないんです」

「つまりお酌をする仕事を、やましいと思っている……ということですか？」

「私自身はそう思っていません。しかしながらそう考える人もいるので、余計な偏見は避けたい……ということです」

　職業に貴賎はない――なんて綺麗事だ。水商売に携わっている女が不誠実な人間のように思われる風潮は色濃く残っている。

「だったら、スナックではないところで働けばよかったのでは？」

「ごもっともです。でも、コンビニや居酒屋より融通が利くし、体力もさほど削られないのに時給は二倍。とても都合がいいんですよ」

　キャラを忘れ、切実に語る。石崎は顎に手を当て、「二倍……」と唸った。

「とりあえず、事情は理解しました」

「それじゃあ……」

「もともと誰かに話す気はなかったのですが、意識的に内緒にするようにします」

「ありがとうございます！」

　私はもう一度、深々と頭を下げる。

　よかった。無愛想で無神経だと嫌っていたけれど、意地の悪い人ではないと信じていた。

「お話は以上ですか？」

「はい」

「では、僕は失礼します」

「ありがとうございました！」

　オフィスへ向かって姿勢よく歩いていく彼の背を見つめる。心臓がドク、ドク、と強く拍動してうるさい。

「はあぁぁ……」

　緊張から解放され、詰まっていた息が一気に抜ける。

　ひとまず彼が内緒にすると約束してくれて安心した。

　でも、弱みを握られてしまった事実は変わらない。

　私は払拭しきれない不安にモヤモヤしながら、次の配達先へ向けてカートを押した。

















２本目　ずっと謝りたかったんです。












　あれから何事もなく、十日が過ぎた。

　しばらくは石崎のいるＮＢ３への配達に緊張したけれど、彼はいつも通り私にほとんど構わないし、私から話しかけることもない。目が合った時に会釈したり、顔を合わせた時に「お疲れ様です」と挨拶を交わしたりするくらいだ。

　彼がきらりに来る前となにも変わらない。よくも悪くも平和だ。誰かにバイトがバレることもないし、誰かとの間に恋愛フラグが立つこともない。

　午後五時。本日も無事にＤＴＩの勤務を終えた。今日はこのあといったん自宅に帰って、きらりのバイトへ行く。

　ＤＴＩ本社の最寄り駅である三田みたから東向島までは、乗り換え二回で約三十五分。出勤も退勤もラッシュアワーとかぶってしまうため、通勤時にゆっくり座れることはあまりない。配達で疲れた脚には少々つらいところだ。

　電車を降りてから自宅マンションまでは約十分。炊いて冷凍した白米と作り置きのおかずをチンして食べ、メイクをきらり仕様に直し、新たに香水をふったところで出発予定時刻を迎えた。

　秋用のコートを羽織り、家を出る。ここ一週間で夜の気温はグッと下がり、秋らしい天気になってきた。もうすぐ十一月か。一年って早い。






「お客さん、途切れちゃったわねぇ」

　キッチンで電子タバコを吸いながら、そう呟いたのはさやかママだ。

　時刻は午後八時半過ぎ。今日は開店してすぐに五人のお客さんが来てくれたのだが、「九時から観たいドラマがある」と言って、一気に四人ほど帰ってしまった。

「よっぽどドラマがおもしろいんでしょうね」

　帰ったお客さんのグラスを洗いながら、そのドラマの人気ぶりがネットニュースになっていたのを思い出した。スナックの仕事は夜のドラマと時間がかぶるので、勤務日である火・木・土曜日のドラマとは必然的に疎遠になる。

　もうひとりのお客さんは、ユカさんが接客に当たっている。きゃはははと楽しそうな笑い声がこちらまで聞こえてきた。

「この感じだと、お通しが余っちゃうわね。美優ちゃん、ちょっと持って帰らない？」

「いいんですか？　嬉しい」

　今日のお通しはポトフだ。肌寒くなったので、温まるものをと思って作ったそうだ。

「汁物は具の味が落ちるから、明日には出せないの。捨てるのはもったいないから、もらってくれるとありがたいのよ」

「では、遠慮なく」

　――カランカランカラン……

　ドアベルが鳴った。続いて「いらっしゃいませ」とユカさんの声。お客さんが来たようだ。

　さやかママは吸いかけの電子タバコを捨て、飛び出すように店内へ。

「いらっしゃいませ。きらりへようこそ。おひとりですか？」

　私は洗った食器類を拭いている途中で、すぐには出られない。来店したのはおひとり様のようだし、私が急ぐ必要はなさそうだ。お通しを持って挨拶に行こう。

　食器を拭き終えポトフをよそっていると、ママが満面の笑みでキッチンに顔を出した。

「美優ちゃん。ご指名よ」

「え？　ご指名？」

　うちはスナックだ。キャバクラやクラブと違って、指名のシステムはない。誰かを贔屓にしているお客さんにはそれぞれが付くようにしているけれど、私を贔屓にしているお客さんは特にいないはずだ。

　いったい誰だろう。最近のお客さんの顔を思い出しながら、ポトフを載せたトレンチを持って店内へ足を踏み出す。

「いらっしゃいませ。きらりへようこそ」

　意外な人物に、私は硬直した。

「こんばんは、白石さん」

　私を指名したというお客さんは、なんと石崎だった。

「えっ？　……え？」

　思わず二度見して、二度とも驚いてしまった。ポトフを落とさなくてよかった。

　先日来店した時とは違い、メガネにスーツ、そして革製のビジネスリュックを背負っている。会社で見るのと同じ格好だ。仕事帰りにそのまま来たのだろう。

　今日は野口さんもいないのに、なぜまたこの店に来たの？　なぜ私を指名したの？

　頭の中で大量の「なぜ」がぐるぐる回る。

「そんなに驚かなくても」

「すみません。あ、もしかしてこれから野口さんと待ち合わせですか？」

「いいえ。僕ひとりです」

　ますます謎が深まる。助けを求めてママとユカさんに目配せするが、ふたりは「そっちは任せた」とばかりにもうひとりのお客さんと盛り上がりはじめた。気まずいけれど彼は私を目当てに来たらしいし、私自身が接客するしかない。

「とりあえず、お通しどうぞ。ポトフです」

「いただきます」

　彼は背筋を伸ばし、律儀に手を合わせてペコリと頭を下げ、割り箸を割った。本当にまじめなんだなぁと感心する。礼儀正しいのと姿勢がいいのは剣道の賜物だろう。

「お飲み物はなににしますか？　九十分飲み放題のコースなら、ウィスキー、ブランデー、焼酎が選べます。ビールは別料金です」

「とりあえずビールを一本。そのあとはウィスキーで」

　ビアグラスで乾杯。私がふた口飲む間に、石崎はグラスを空にした。よほど喉が渇いていたのだろうか。大きく動く喉仏をつい見つめてしまったのは内緒だ。

　彼がグラスを下ろすなりビールを注ぎ足す。お客様のグラスを空にしてはいけない。

「石崎さん、スナックにはよく行くんですか？」

　なにを話していいかわからず、当たり障りない話題を出してみる。

「いいえ。ひとりで入ったのは初めてです」

　慣れていない感じが見てとれるので、そうだろうとは思っていた。スナックに限らず、女性がお酌するようなお店に進んで足を運んでいるタイプには見えない。

「お住まいはここから近いんですか？」

「いいえ。会社から歩いて帰れるところに住んでいます」

「え、すっごく遠いじゃないですか！」

「まぁ、そうですね」

　前田さんに聞いたが、今彼らのチームは地方にある大きな工場を丸ごと管理するための新しいネットワーク構築をやっていて、とても忙しい。それなのに、仕事を終えた足で三十分以上電車に乗って、はるばるここまでやって来たというのか。

「お疲れのはずなのに、どうしてこんな遠くまで来てくれたんですか？」

　スナックなら、会社の近くにだってたくさんあるのに。

　私が尋ねると、石崎はビアグラスを掴もうとしていた手を引っ込め、メガネを上げた。

「……お店の雰囲気が気に入ったので。それに、あの方の歌をまた聴きたいなと」

　この言葉を聞いた瞬間、胸がすーっと冷めた。

　悔しいけれど、ちょっと期待していた。私を目当てにわざわざここまで来てくれたんじゃないかと、性懲りもなく新たなフラグを立てようとしていた。

　バカだな、私。さやかママに「ご指名」なんて言われたから勘違いしてしまった。きっと石崎は「今日は白石さん、出勤してるんですか？」程度に名前を出しただけなのだ。

「じゃあ、ユカさんと代わりますね」

　そう告げて、私はビアグラスを空にした。ビールの苦さが口内と胸に響く。

　グラスを置き、カウンターの奥の方にいるユカさんを呼ぼうとした瞬間。

「待って！」

　石崎が素早く私の手を掴んで制した。

「……え？」

「白石さんがいいです」

「いや、だって。ユカさんの歌が聴きたいって――」

「それも本当です。でも、ここには白石さんにいてもらいたいです」

　メガネの奥の瞳が真剣で、思わずドキッとした。会社では素っ気なくされてばかりだったから、切望の目を向けられていることが信じられない。
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　がっちり掴まれている手が熱い。それに、なんだかゴツゴツしている。竹刀ダコだろうか。

「私のこと、苦手だっておっしゃったじゃないですかぁ」

　我ながらイヤミったらしい言い方だ。彼は今、お客様なのに。

　石崎は私の手を放し、叱られた犬のようにしゅんと眉を下げた。

「……あの時は、酷いことを言ってすみませんでした」

　ピンと背筋を伸ばし、深々と頭を下げる。美しい礼だが、この場には見合わない。カウンターの向こうで、ママやユカさんがこちらを気にしている。

「ちょっと、頭を上げてください！」

　肩を掴み、ぐいと彼の体を上げる。思ったより体が厚い。鍛えられている肩だ。

「ずっと謝りたかったんです。勝手な偏見で苦手に思っていたこと」

「偏見？」

　石崎は話しにくそうに目を逸らし、私のグラスにゆっくりビールを注いだ。泡がグラスの縁にかかったところでちょうど瓶が空になる。

「過去に、女性に散々振り回された経験がありまして。その女性が……その……」

「私のようなタイプの人だった、ということですか」

　彼は恥ずかしそうに「はい」と頷いた。

　ぶりっ子に地雷女が多いというのは事実だと思う。あざといだけの安全なぶりっ子と地雷系ぶりっ子の違いは、人に負担をかけるか否かという点だ。地雷系はとにかく自己中心的で依存体質。さらに情緒不安定で、要望が通らないと癇癪を起こすという特徴がある。私は地雷系ではなく安全な方のぶりっ子だ……と、自分では思っている。

　そんな地雷系女は、女性からすると一目瞭然なのだが、男性にはなかなか見分けがつかないと聞く。石崎はその手合いに捕まってしまったのだろう。

　初めは甘えたがりの彼女をかわいく思っていたけれど、次第に「どうしてすぐに返信くれないの？」「どうせ私より仕事が大事なんでしょ」「私が好きなら今すぐ仕事を放って会いに来てよ」とエスカレート。石崎はきまじめなので、とんでもない要望もスルーできず、まともに取り合って消耗したのだろう。容易に想像がつく。

「それ以来、似たタイプの女性を警戒していたんです。すみません」

　なるほど。私の心が傷ついたことには変わりないが、腑には落ちた。

　私にだって反省すべき点は大いにある。ぶりっ子を好意的に見てくれる男性が多いからといって、自分の好きな人が気に入ってくれるとは限らないのだ。それなのに自分を押し売りするようにグイグイ迫ったこと、そして拒絶されたからといって嫌っていたことが、今さらながら恥ずかしい。

「私こそ、当時はしつこく構って申し訳ありませんでした」

　私も彼に倣い、背筋を伸ばして頭を下げる。

「白石さんが謝ることはなにも。僕がビビっていただけなので」

「本当は私も、石崎さんがちょっと引き気味なの、気づいていました」

　そう告げると、彼は「ははは」と力無く笑った。

「あの頃は白石さんの明るさに圧倒されていたというか、トラウマを刺激されて萎縮していたんです。あと……お恥ずかしながら、もしかして僕に気があるんじゃないかって、自意識過剰になっていたと思います」

　その自意識は正しい。私は彼に気に入られたくて仕方なかった。

「石崎さんを素敵な方だと思っていたのは、事実ですよ？」

「えっ？」

　調子のいいことを言って場を繕うぶりっ子根性が出て、つい口が滑ってしまった。こんなことを言うつもりはなかったのに。告白したみたいで猛烈に恥ずかしい。「素敵」なんて、愛想を振り撒く時によく使っていたけれど、本音だとこんなに照れてしまう言葉だとは知らなかった。

　恥ずかしさをごまかすため、グラスのビールに口を付ける。味がよくわからない。

「僕も白石さんのこと、魅力的な女性だと思っていました」

　石崎は照れた顔で、さらりとそう告げた。思ってもみなかった言葉に、私の顔面の温度がさらに上がる。

「へっ……？　だって、苦手だったんじゃ……？」

「ビビっていただけです。女性としては、その、好きなタイプなので」

　え？　え？　どういう意味で言ってる？　特別な意味があるわけではない……よね？　私が素敵だと告げたから、返報性の原理で同等の言葉を返したくなっただけ、だよね？

　でも、もし彼が言ったことが返報ではなく本心だとしたら、私にもまだチャンスがあるということ？

　いやいや、チャンスってなによ。私は彼を嫌っているはずなのに。

「や、やだ石崎さんってば。もう酔ってるんですかぁ？」

「……そうかもしれません。会社の人にこんなことを言ったのは初めてで、自分でもびっくりしています」

　照れを存分に含んだ困り顔が無性にかわいい。会社ではこんな顔、見たことない。

「ウィスキー持ってきますね。水割りにします？　それとも炭酸割り？」

「水割りで」

　心が騒がしい。抑えていた感情が表に出ようと暴れだしている。

　白状しよう。私はどうしても彼に惹かれてしまう気持ちを、意識的に嫌ったり恨んだりすることで抑えてきた。嫌うのをやめたら、また好きになってしまう。

　いいのかな。後悔しないかな。

　まだ怖いから、やっぱりちょっと、三〇パーセントくらいは嫌っておこう。






　カット入りのグラスにかち割り氷を入るだけ入れ、マドラーでくるくる横に回してグラスを冷やす。次にグラスの三割の高さまでウィスキーを入れ、ふたたび氷を転がしよく冷やす。そして八割の高さまで水を注ぎ、今度は氷を縦に転がすようによくステアすれば、美味しい水割りの完成だ。

　照れくささをウィスキーで中和しながら、私たちは少しずつお互いのことを話した。

「最近、とてもお忙しそうですね」

「合併買収の関係で業務が複雑になった企業を担当していて、ネットワークの再構築が通常案件より難しいんです。プロジェクトがもう少し進んだら現地に出張しなきゃいけなくなるし、なんとか今年中にカタを付けたいんですけど……どうかな」

　仕事のことを話す時の彼は、ちょっと憂いを帯びてセクシーだった。

「剣道、大学まで昇段試験を受けていたって言ってましたよね。何段なんですか？」

「四段です。どの程度のものかというと、指導者や審判員を務められるくらい……と言えば伝わるでしょうか」

　剣道のことを話す時の彼は、自信に満ちて頼もしく見えた。

「彼女、いるんですか？」

「件の女性以来、お付き合いした人はいません。前田さんに連れられて合コンや恋活パーティーに参加してますが……生憎モテないので、なかなか」

　恋愛のことを話す時の彼は、ちょっと自信がなさそうだった。

　ぶりっ子なんかにならなければよかったのかな。でもすっかりそれで馴染んでしまっているし、今さらキャラは変えられない。

「僕ばっかり話してる。白石さんのことも教えてくださいよ」

「え～、私のことですかぁ？」

「ＤＴＩに来る前のこととか、学生時代のこととか聞いてみたいです」

　学生時代という言葉に、チクンと胸が傷む。実は私には、ちょっとした学歴コンプレックスがあるのだ。

　高校三年生の秋、父が心不全で急逝した。私は大学受験をするつもりで勉強をしていたのだけど、悩んだ末に進学を断念した。むろん、経済的な理由でだ。

　人生ままならないなと、初めて思ったのはこの頃だ。

　母は扶養内のパート主婦で、すぐに正社員の仕事が見つかっても父と同額は稼げない。私が通っているのは県立高校だが、私立高校に通う弟と中学生の弟もいる。おまけに住まいは父の勤めていた会社借上げの賃貸マンションで、今後も住み続けるのであれば家賃が発生する。なけなしの生命保険はほとんど葬儀費用に消えた。死亡退職金や貯金は当面の生活防衛資金として取っておきたかった。

　受験予定だった私立大学の入学金や学費を捻出する余裕はどこにもなかったし、私には国公立大学へ行けるほどの学力もなかった。学資保険や奨学金を利用すればなんとかなったかもしれないけれど、弟たちのことを思えば、私も母と共に働くのがベストだった。

「弟たちは、私よりずっと出来がいい。私より弟たちを大学に入れる方が絶対にいいよ。ふたりで頑張って、あの子たちを養おう」

　私がそう言った時、母は申し訳なさそうにしていたけれど、どこかホッとしているようにも見えた。

　父のことが落ち着くと、私は通っていた塾を辞め、家計を助けるためアルバイトに精を出した。同時に就職活動をして、卒業後は自転車で通える距離にある小さな会社で事務員を務めた。母とふたりで働いても父ひとりの収入には及ばなかったけれど、なんとか家族四人で協力して生活した。

　正社員として働いていた会社を辞めたのは二十二歳の時だ。四年働いたが一向に給料が上がらなくて、派遣社員の時給の方が割りがいいと気づき、すぐに転職を決意。以降は派遣社員として、いくつかの会社で満期まで働いた。

　昨年の九月。下の弟の最後の学費を納入したことで、私は長女としての役目を終えた。

　ちょうどその頃、私は働きぶりが認められて、次の派遣先としてＤＴＩを紹介してもらえることになった。条件がいい大企業の仕事は、信頼と実績がなければ紹介してもらえない。つまり、とても光栄なオファーだった。

「これからは自分の人生を生きなさい」

　母にそう背中を押され、私はＤＴＩ入職のタイミングで東京に出ることにした。東向島に居を構えたのは、職場と生まれ育ったエリアの中間地点だったからだ。

　今、上の弟は兵庫に、下の弟は北海道にいる。母は埼玉に残り、知人から譲り受けた子猫と一緒に小さなアパートで暮らしている。みんな別々の土地で、家族を思いながら自分の人生を生きている。

「――なんて美談にしましたけど、苦労話に聞こえていたらごめんなさい」

　ここまで語るつもりはなかったのだが、石崎に「それで？」「それから？」と誘導され、まんまとすべてを話してしまった。

「聞けてよかったです。尊敬しますよ。僕は大学に行きましたけど、受験期に同じ状況に置かれても、白石さんと同じ決断はできなかったと思います」

「いやいや、石崎さんはすごくいい大学を出てるじゃないですか。それほどの学力があったなら、私だって進学を選んでいたと思います」

　父を亡くしたことは不運だったが、同情してもらいたいわけではない。少しでいいから、「白石も頑張ったんだな」と認めてもらえると嬉しい。

「そんなこんなで、そろそろ飲み放題終了のお時間です」

「あ、はい。お会計をお願いします」






　石崎を見送りグラスを洗っていると、キッチンスペースにさやかママが入ってきた。

「ねぇねぇ美優ちゃん。さっきのお客さん、この間野口さんと一緒にいらした若い人よね？　ふたり、なんだかいい雰囲気だったんじゃない？」

　店内にいるお客さんに聞こえないよう、小声で楽しそうに尋ねてくる。

「そんなんじゃないですよ。以前会社でいろいろあって、それをわざわざ謝りに来てくれただけです」

「ふ～ん。うふふ」

　ママは意味深に笑って電子タバコのスイッチを入れた。信じていないようだ。

「うちは恋愛ＯＫだけど、お客様には内緒でお願いね」

「だから、そんなんじゃないんですって」

　そんなんじゃないけれど、これからどうしよう。

　この一時間半で、石崎と私の関係が一気に変わってしまった気がする。正確には測れないにしても、マイナスだった親密度がプラスになるまで上昇したのは確かだと思う。

　石崎は私を好きなタイプだと言った。が、私を好きだと言ったわけではない。

　これをチャンスとみなして、ふたたびグイグイ攻めようか。いや、彼のトラウマを刺激するのは得策ではない。でも、行動しなければ進展しない。じゃあどうすりゃいいの？

　堂々巡りする思考にうんざりしつつ、グラスの泡を水ですすぐ。

　ひとつ確かなのは、私はもう彼を嫌ったままではいられないということだ。






　翌日以降、石崎の様子に少しだけ変化があった。自分から挨拶をしてくれるようになったのだ。

「白石さん、お疲れ様です」

　今日も配達用のカートを押していると、後ろから石崎に声をかけられた。前田さんと太田さんも一緒だ。

「お疲れ様です。みなさんはこれから休憩ですかぁ？」

「はい。ラウンジでコーヒーでも飲もうかと」

　彼の態度が軟化したことに、いつも一緒にいる先輩ふたりが気づかないわけがない。

「あれあれ～？　石崎、最近白石さんに優しいじゃん」

　前田さんがからかうように石崎を突っつく。

「挨拶をしただけです。特に深い意味はありません」

　石崎は素っ気なくそう答え、スタスタとラウンジの方へと向かっていった。

　深い意味はない……か。なんだ。そっか。

「あいつ、もうちょっと愛想がよければモテるんすけどねぇ」

　そうボヤく太田さんに、前田さんが「本当だよなぁ」と同意する。

　正直、私もそう思う。石崎は見た目も爽やかだし仕事もできるのだけれど、とにかく笑顔が少ない。いつでもキリッとビシッとしていて、男子パラメータ的には「女子ウケ」がＣ程度だ。「女子ウケ」平均がＡのＤＴＩ男子の中では輝けない。

「あ、いたいた。石崎く～ん」

　オフィスの方から、五十代くらいの男性が走ってきた。この方はたしか、ＮＢ部の小林こばやし部長だ。私たちは頭を下げ「お疲れ様です」と声をかけるが、部長には石崎しか見えていないようで、まっすぐ彼の方へと行ってしまった。

「石崎くん、休憩中にごめんね。ちょっと個人的な頼みがあるんだけど」

　コーヒーを淹れようとしていた石崎は部長に促され、どこかへと去っていく。私たち三人は、それを呆然と眺めていた。

「上司ウケ、おじさんウケはいいんだけどねぇ」

　前田さんの言葉に、太田さんが「ほんとっすね」と笑って同意する。たしかに、野口さんにもずいぶん気に入られていた。

「おじさんにモテるから出世はできそうだけど、女性にはキレられるから彼女はできないかもしれないっすねぇ」

「ああ！　この間のあれな！」

　ふたりはおかしそうに話しながらゲラゲラ笑いはじめた。なにそれ、気になる。

「石崎さん、なにか女性を怒らせるようなことをしたんですかぁ？」

　私が尋ねると、ふたりは顔を見合わせ、苦笑いを浮かべながら話してくれた。

「ちょっと前に、俺と太田と石崎の三人で恋活パーティーに行ってきたの。婚活じゃなくて恋活ね。婚活パーティーよりちょっとライトなやつ」

「大体のシステムは婚活パーティーと同じで、まずは一人ひとりと話して、それからフリータイムっていう流れだったんだけど、あいつ、話しかけてくれた女の子に『あなたは僕の好みではありません』って言っちゃったみたいでさぁ」

「ああ……それはキレられても仕方ないですねぇ」

　想像がつく。彼としては相手をバカにしてそう言ったのではなく、ただ本音を伝えただけなのだろう。せっかく話しかけてもらっても、自分にはその気がない。相手の時間を無駄にしてしまうのは申し訳ないから、はっきりそれを伝えるのが相手のためだとでも思ったのだ。それが女性にとって惨めな断られ方だとは知らずに。

「太田が慌てて間に入ったんだけど、あいつ自身は『なぜキレる？』って首傾げてて、まるでわかってなくてさぁ」

「そのあと三人で反省会という名の説教大会。俺、あの時マッチングしそうだったのに、それどころじゃなくなっちゃって」

「な～。太田としては、もったいなかったよなぁ」

「本当っすよ～」

　ふたりは悔しそうにしながらも、笑い話として話している。石崎に呆れつつ、しっかりかわいがっていることも伝わってくる。

「三人とも、ほんとに仲がいいんですね。これからも恋活頑張ってください。素敵な人と出会えるといいですね」

　……石崎以外は。

　ペコリと頭を下げカートを押そうとすると、前田さんが「あ、ちょっと待って」と制止した。

「コンプラ的にアウトかもしれないこと、聞いてもいい？」

「え～、コンプラ？　ちょっと怖いけど、いいですよ」

　この流れだ。聞かれそうなことは、おおむね予想がついている。

「白石さん、今彼氏いる？」

「残念ながら、いません」

　想像通りの質問に素直に答えると、前田さんが太田さんに目配せをした。太田さんはなにかを察したように頷き、私にひとつ提案をしてきた。

「今度の週末、俺らと合コンしない？」

「合コン……ですか」

「男は俺と前田さんと石崎。三人なんだけど」

　これは……もしかして、完全なプライベートで石崎と近づけるチャンスなのでは？

　でも、ひとつ大きな問題が。

「ごめんなさい、私には呼べる人が思い浮かばなくて……」

　交友関係の狭い私には、たったふたりでも難しい。友人はたいてい埼玉在住で、合コンだからと夜に都心まで呼びつけるのは無理がある。

　都内で働いている友人女性といえば、中村さんや樺島さんくらいだ。でも合コンというからには社外の人と出会える方がいいに決まっている。

「そんなに大袈裟に考えなくていいって。社内の人でもいいし」

　前田さんの言葉に、太田さんが「そうそう」と頷く。

「あの石崎バカを勉強させる会とでも思って。ね？」

「結構押しが強いんですね」

「それが俺らの強みだからね。なんとかならない？」

　どうしても合コンしたいらしい。そんなに相手に困っているわけでもなさそうなのに。

　でもまぁ、社内の人でもいいということであれば、希望がある。

「わかりました。ちょっと声をかけてみます」

　石崎が来るのなら、私はぜひとも参加したい。

「ありがとう～。当日はもちろん俺らの奢りなんで！」

「いえいえ、自分の分はちゃんと出しますよぉ」

「いいからいいから。じゃあ、よろしくね！」






　最初に誘ったのは樺島さんだ。

「合コン？　ああ、前田か……あいつ、合コンとか好きそうだよね」

　この時に知ったのだが、樺島さんと前田さんは同期だったようだ。どうせ押しが強くて断れなかったんでしょ、なんて同情してもらいつつ、「参加する」と言ってくれた。

　そのあとすぐ、中村さんにも声をかけた。

　彼女はあまり恋愛に興味がなさそうだったので断られると思っていたのだけれど、少しだけ迷って「わかりました。参加します」と快諾してくれた。

　合コンなんていつ以来だろう。なにを着よう。メイクはどうしよう。石崎にアピールするつもりではあるものの、あからさまに狙っている感じは出したくない。

　私はしぶしぶ太田さんの提案に乗ったという体で、内心ウキウキしながら週末を待つのだった。

















３本目　ご期待通り、お持ち帰りします。












　太田さんが手配してくれた合コン会場は、会社から少し歩いたところにあるオシャレなビストロだった。てっきりその辺の居酒屋で気楽にやるのだろうと予期していた私は、これまでに何度か体験した合コンとレベルが違いすぎて面食らってしまった。

　店の雰囲気は素敵だしスタッフの接客も丁寧で、料理やお酒も美味しい。今回は参加者全員が顔見知りなので、合コンというより親睦会。本気の合コンではないのに、ナチュラルにこのレベルの店を選ぶのか。下世話ながら、さすがは天下のＤＴＩ社員だと思ってしまった。

　私は男女三対三で並んでいるうちの、真ん中の席に座った。石崎は私の対面に座っている。姿勢よく、行儀よく、食事とお酒を楽しんでいる様子だ。

　しかし周りの話を聞いてばかりで、なぜか自分からはほとんど喋らない。

「ほらほら石崎。ここで白石さんの趣味とか聞くんだよ」

　見かねた前田さんが彼の背中を叩く。石崎は社交辞令感満載で「ああ、そうですね。ご趣味は？」と尋ねてくる。私は笑顔を貼り付けたまま「最近はお料理が楽しいです」と答えた。

「料理だってよ～石崎、なぁ？」

　太田さんも盛り上げようと必死になってくれている。

「そうですね。僕はほとんどやらないので、素直に素敵だと思います」

　え、ほんと？　男ウケを狙って答えただけなのだが、素敵だと思ってもらえるのならもっと頑張っちゃおうかな。

「ありがとうございます。まだ調理器具を集めている最中なので、実家にいた時ほど凝ったものは作れないんですけど」

　料理はそれなりにできる。家庭料理の範疇ではあるが、実家にいた頃は母と交代で弁当や夕食を作っていた。今は節約も兼ねて、週末に保存の利くものを作り置きしている。

「石崎、得意料理聞けって」

「はぁ、わかりました。白石さん、得意料理は？」

　前田さんにせっつかれ、石崎がおうむ返しのように尋ねる。

「う～ん。最近自分で気に入っているのは、カルボナーラかなぁ」

「そうなんですね」

　石崎の反応は薄い。太田さんが慌てたように石崎の腕を小突いた。

「おい。ここは〝食いたい〟とか〝俺も好きなんです〟とか言うところだろ」

「いや、僕スパゲッティってあんまり食べないので」

「はぁ～。おまえな、バカ正直も大概にしろ」

「すみません」

　これは……コントなのだろうか。ボケひとりとツッコミふたりのトリオさながらだ。もしこれが本当の合コンだとしたら、死ぬほどつまらなかったと思う。

　合コンへの誘いを受けた時、太田さんが「石崎を勉強させる会だと思って」なんて言っていたが、本当にそうなっている。中村さんと樺島さんは優しいから、そんな雰囲気を察して合わせてくれているようだ。

　それにしても、気になるのは石崎の様子だ。彼は少し無愛想だけれど、こんなに無口ではないはずなのだが。

　体調でも悪いのだろうか。あるいは先輩ふたりに無理やり私の相手をさせられて、心底うんざりしている……とか？

　確かめたくて彼を見つめる。しっかり目が合うが、逸らされる。

　メガネ越しの瞳からはなんの感情も読み取れない。






「それじゃあ、あとは各々楽しむってことで。お疲れ！」

　幹事である前田さんの号令で、合コンは解散になった。会の間ずっと当たり障りない会話をしていた石崎と私は、当然のようにカップル成立という扱いになり、みんなに背を押される形で夜の街へと放り出された。

「じゃあ、とりあえず行きますか」

「は、はいっ」

　行くってどこに？　ていうかどうしよう。本当にふたりになっちゃった。

　石崎はどこへとも言わずに歩き出す。私はただ、ドキドキしながらついていく。

　彼は無言だ。

「あの、今日はすみません。私とばかり話をさせられて疲れたでしょう？」

　沈黙が嫌で、私はニコニコというよりヘラヘラ笑いながら声をかけた。

「正直に言わせてもらうとそうですね」

　石崎が眉を寄せ、頷く。あっさり肯定されて、私の胸にズンと痛みが広がった。

　ここは普通「そんなことないですよ」と答えるところだ。肯定したのは本心なのだろうが、まったくバカ正直すぎる。そんなだから恋活パーティーで女性にキレられるのだ。

「気を遣わせてしまってごめんなさい。私の相手ばかりさせられてつまらなかったですよね。石崎さん、自分からはほとんど喋ってなかったし」

　ちょっとトゲのある言い方になってしまった。それでようやく自分が言ったことのまずさに気づいたのか、石崎は慌てて「そういう意味じゃなくて！」と声を張った。

「あまり喋れなかったのは、白石さんの秘密を守るのに必死だったからです」

　思いもよらなかった理由に、「へ？」と間抜けな声が出た。

「秘密って、きらりのことですか？」

　彼は「はい」と首を大きく縦に振る。

「不用意に口を開くと、きらりのことやきらりで聞いた話を喋ってしまいそうで怖かったんです。白石さんのことはきらりでたくさん聞いたし、自分のこともきらりであらかた話してしまったので、あの場でなにを話していいかわからなくて。ずっと自分にヒヤヒヤしていました」

　それで不自然に無口だったのか。合点がいった。胸の痛みも消えていく。

「てっきり私と話すのが嫌なのかなって思ってました」

「そんなわけないです！」

　彼は食い気味に否定した。

「それならよかったです。私の秘密を守ってくれて、ありがとうございました」

　私のために頑張ってくれたことが嬉しい。そして、本来ならしなくていいはずの苦労をさせてしまったことが申し訳ない。

　石崎は人よりきまじめかつ正直であるが故に、ときどき優しさや誠実さが人とズレてしまう。こういう人を〝不器用〟と表現するのだろう。

「それにしても、僕たちのせいでひどい合コンになってしまいましたね」

「そうですね。我々のせいだと、私も思います」

　あはは、と笑い合う。彼のこんな笑顔が見られるのはレアで、私はまた嬉しくなった。

　他の参加者にとっては、真ん中に座っているふたりのぎこちない対話をアシストするだけの、死ぬほどつまらない合コンだったに違いない。中村さんと樺島さんには、週明けに謝るつもりだ。

　気づけば人通りの多いところまで来ていた。初めて歩く道だけれど、駅が近いことはなんとなくわかる。

「ところで石崎さん、どこへ向かってるんですか？」

　私がそう尋ねると、石崎は笑顔でさらりと答えた。

「地下鉄の駅です」

「駅？　移動するんですか？」

「移動？　いや、白石さんはきらりの近くにお住まいでしたよね？」

「そうですけど、まさか東向島まで来るつもりですか？」

「え？」

「え？」

　話が噛み合わない。でも、なんとなく察した。

「石崎さん、もしかしてこれで解散しようとしてます？」

　私はいったん足を止めた。彼は当然とばかりに「はい」と答えた。

「だって白石さん、明日もきらりに出勤でしょう？」

　ああ……またか。気が抜けて、すぐには言葉を発せなかった。〝合コンでカップル成立〟というどデカいフラグをみんなに立ててもらったのに、このカタブツ野郎はそれを簡単に倒してくれる。

　樺島さんは前田さんと、中村さんは太田さんとカップルになって、それぞれどこかへ行った。どちらも恋愛に発展する感じはないけれど、それでも今頃はどこかの店に入って飲み直していると思う。

　だって合コンって、そういうものでしょう？　それなのに私たちはこれで解散？　せっかくカップルになったのに。

　頭では理解している。これはアルバイトをしている私を気遣った、彼なりの優しさなのだと。私は明日も仕事だから、帰ってゆっくり休んでほしいという意味なのだと。

　……でも、私はそんな気遣い求めてない。

「石崎さん、もしかして気を利かせているつもりですか？」

　私が真顔で尋ねると、彼は困惑したように眉を寄せメガネを上げた。

「どういう意味ですか？」

　本当にわかっていないらしい。これはもう、不器用というよりただのバカなのでは。

　ここはＤＴＩでもきらりでもない。会社の人もお客さんも見ていない。ここではっきり言い聞かせてやらないと気が済まない。

「合コンでカップル成立したのに二次会にも誘われず、さらに連絡先すら聞かずに帰されるなんて、女にとっては結構屈辱的だってわかってます？」

「え、そうなんですか？」

　彼は本気で驚いたように狼狽えているが、私は構わず真顔のまま言葉を続ける。

「普通の合コンなら、たいていの男性はお持ち帰りを狙って……いや、そうでなくとも一応礼儀として、場所を変えて一緒に過ごそうとするところです。一次会解散であっさり帰されるなんて、〝あなたにまったく興味がありません〟って言ってるのと同じですからね。まぁ、私にまったく興味がないのなら仕方がないですけど！」

　一気に捲し立ててやった。彼は私の剣幕に圧倒され、ポカンと間抜けに口を開けていた。

　そんな彼が、ふと神妙な顔つきになる。

「白石さん、僕にお持ち帰りを期待していたんですか？」

「ち、違っ……！　一般的な話をしただけです！」

　もうやだ。全然話が通じない。こいつはきっと宇宙人だ。クソまじめ銀河からはるばるやって来た、バカ正直星人なのだ。

　結局のところ片想いなのだろう。これだけ煽ってもなお、石崎は困った顔を浮かべるだけで私を誘おうとする素振りがない。

「もういいです。私、帰ります。どうせ私を押し付けられただけで、今すぐ解散したい程度にはご迷惑でしょうし。お疲れ様でしたぁ～」

　イヤミっぽく吐き、早足で歩き出す。地下鉄の駅はもうすぐそこで、改札へ向かう下りエスカレーターまではあと数十メートルだ。石崎は戸惑った様子で追ってくる。

「待ってください。決して迷惑だなんて思っていません」

「今さら取り繕わなくたっていいですよ。余計に惨めになるんで」

「お持ち帰りすれば惨めじゃないってことですか？　すみません。僕には理解できない」

「そういうことじゃありませんよ。そもそも、石崎さんみたいにまじめで誠実な人が、合コンで引っ掛けただけの女をお持ち帰りなんて……クスッ、できないでしょうし？」

　嫌な言い方をした。みっともない負け惜しみであることはわかっていたけれど、悔しくて腹立たしいこの気持ちだけはわからせたくて、感情をぶつけた。

　さすがの石崎も不快そうに眉根を寄せ、足を止めた。もう追ってくることもあるまい。このまま振り返ることなく駅へ向かおう。エスカレーターまではあと十メートルほどだ。

　でも、もう少し一緒にいたかったな。

　初めてのふたりきりの時間を、楽しく過ごしたかったな。

「白石さん！」

　エスカレーターまであと二メートルというところで、石崎に左腕をぐいと引かれた。すぐ左の空いているスペースに連れ出される。

「なんですか？　放して」

　睨むように彼を見上げた。彼は無表情のままなにも答えず、左手で私の右手を掴んで歩き出した。竹刀ダコのあるゴツゴツした手の感触は、まだ記憶に新しい。

「ちょっと、どこ行くの？」

「僕の家です」

「家？」

「ご期待通り、お持ち帰りします」

　お持ち帰りって……うそ、本当に？

「急になに言ってるの？　そういうのは次の店である程度駆け引きしてから――」

「面倒です。別にいいでしょう？　煽ったの、白石さんの方なんだから」

　私の言葉を遮って放った言葉、彼の表情、声のトーン。すべてから本気を感じる。

　非常に不可解な展開ではあったが、彼に火を着けることに成功したらしい。

　期待はあったものの、あまりに急で心の準備ができていない。心臓が暴れはじめたし、歩いているのに地に足が着く感覚がない。張っていた意地はどこかへ吹っ飛んだ。

「あの、私、さすがにお泊まりの準備まではしてないんですけど」

「コンビニに寄ります。必要なものはそちらで調達してください」

　手を繋いだまま口数少なく歩を進め、住宅地に差し掛かったところにあるコンビニへ。私は自分が飲む用の水と、メイク落としを含む基礎化粧品のお泊まりセットを手に取った。

　すると石崎は、クールな顔でウィスキーのボトルを一本、そして箱入りの避妊具をこれ見よがしにカゴへと放った。

　ギョッとする私に、彼は「必要でしょう？」と片眉を上げる。これから起こることをリアルに想像させられて、胸のドキドキが加速していく。






「お邪魔します」

　石崎の住まいは駅から歩いて十五分ほどのところにあるマンションの七階だった。間取りは１ＬＤＫで、家具やファブリックなどのインテリアは白、黒、グレーのモノトーンで統一されている。案内されたリビングダイニングは物が少なくこざっぱりと片付いているが、キッチンの調理台に空のペットボトルが並んでいて絶妙に生活感がある。

「コートにハンガー使いますか？」

「いえ、椅子にでも掛けておくので大丈夫です」

「そうですか。荷物は適当に置いてください」

　彼はそう告げるなり、ダイニングテーブルに置いた袋からウィスキーを取り出した。キッチンの水切りカゴに伏せてあったグラスにトポトポと半分くらいまで注ぎ、ストレートのまま一気飲み。はぁと息をつき、また新たにトポトポ注いでは、またすぐに飲み干した。

「ちょっと！　そんな一気に飲んで大丈夫なんですか？」

　私がおそるおそる尋ねると、彼は口元を手の甲で拭いながら静かに答えた。

「ザルなんで大丈夫です。少しくらい酔っ払わないと、理性に勝てない」

「……それって、酒の力を借りなきゃ私とはできないってことですか？」

　だったらムキになってお持ち帰りなんてしなきゃよかったのに。ムッと唇を尖らせた私を横目に、彼はいったんウィスキーボトルのキャップを閉めた。

「自慢じゃないですが、俺、めちゃくちゃ理性が強いんです。相手が白石さんでなければ、酒の力でも無理」

　言いながらメガネをテーブルに放る。彼が自分のことを〝俺〟と言うのを、初めて聞いた気がする。

　レンズ越しに見るより印象的な目が、しっかり私を捕らえている。なにかが始まる気がして、私はなにも言えず硬直した。

「俺、汗かいたんで先にシャワー浴びてきます。ソファーにでも座って適当に過ごしててください。逃げるなら今がチャンスですよ」

「に……逃げません！　石崎さんが出たら私も浴びますから、着替え貸してください！」

　彼はクスッと笑いを漏らし、ネクタイを解きながら「わかりました」と言ってダイニングを出て行った。

　テーブルの白いビニール袋に、自然と目がいく。避妊具の赤い箱が存在を主張するように、ミネラルウォーターの結露で袋に貼りついている。

　着実に〝この先〟を意識させられている。彼は不器用だから恋愛下手だろうと思っていたけれど、実は人並み以上に女を口説くテクニックを持っているのでは。

　赤い箱には触らず、ウィスキーのボトルとグラス、そして水のペットボトルを持ってリビングのソファーへと移動した。ソファー前のローテーブルはガラス製で、部屋の暖色照明をいい感じに反射している。グレーのソファーは思ったより高反発で、寝転んでも快適に過ごせる程度には座面が広い。

　壁の向こうからシャワーの音が聞こえてきた。また少し緊張が高まる。

「どうしよう……。本当にここまで来ちゃった」

　石崎には散々フラグをへし折られてきた。だけどさすがにここまで来て折られるなんてことは……ない、よね？

　彼が浴室から戻ってきたのは、それから十五分も経たない頃だった。部屋着は黒のロンＴとグレーのスウェットパンツ。セットされていない髪を見るのは最初にきらりに来た日以来、二度目だ。前髪を下ろしていると、やはり別人のように印象が違う。

「逃げなくてよかったんですか？」

　ソファーでちびちび水を飲んでいた私を、彼がからかう。シャンプーのいい香りがふんわり漂ってきて、胸がくすぐったい。

「逃げないって言ったでしょ。石崎さんこそ、私を追い返すなら今のうちですけど」

「朝まで帰すつもりありませんよ。とっととシャワー浴びてきてください」

　私は緊張を悟られたくなくてめいっぱい強がっているのに、彼が余裕そうなのがなんとも悔しい。

　脱衣所には私のためにバスタオルと部屋着が用意されていた。浴室は彼が出たばかりで温かく、さっき彼が漂わせていたのと同じ香りがしている。

　この部屋に来てしばらく経つのに、全然ドキドキが治まらない。ときめきとか、期待とか、緊張とか、不安とか。さまざまな感情が胸の中で暴れていて、本当はちょっと逃げ出したい。

　でも、これが彼と近づける最初で最後のチャンスのような気がする。

　傷つく結果になるかもしれないけれど、この恋に決着がつくだろう。

　だから覚悟を決める。

　着てきた服と一緒に緊張を脱ぎ捨てた。メイクと一緒に不安を洗い流した。残すのは肌の潤い、そしてときめきと期待だけ。

　私はこれから、憧れていた素敵な人と、素敵な夜を過ごすのだ。

　彼が用意してくれた服――ぶかぶかのロンＴとハーフパンツを着てリビングへ戻った。ボトルのウィスキーが三分の一くらい減っている。それでも彼は頬を少し赤くした程度で、泥酔した様子はない。

「酔えた？」

　聞きながら彼の隣に腰掛けると、彼はメガネを上げ「まあ、多少は」と答えた。

「白石さんって、スッピンでもあんまり変わらないね」

「そう？　石崎さんは、会社と全然違う」

「俺、デコを出すのと出さないのとで印象が変わるって、よく言われる」

　お互いが完全に敬語をやめたのはこの頃だ。石崎はもっと冷たい話し方をするだろうと想像していたのだが、意外と甘い話し方をする。

　グラスに少しだけ残っているウィスキーを、私が飲み干す。きらりで飲むのより安っぽいけれど、悪くない。ストレートのウィスキーは香りとアルコールがガツンと来る。これだけ飲んでシラフ同然でいられるのはすごい。合コンで飲んでいた分もまだ抜けていないから、私は少し酔っている。

「会社では、おデコは出したままでいてほしいな」

　言いながら空いたグラスをテーブルに置き、ソファーに座り直す。その弾みで、なんとなくお互いの指が触れた。

「どうして？　前髪を下ろしてるの、似合わない？」

　どちらからともなく指を絡める。彼の指は熱くて硬い。

「違うよ。石崎さんが本当はこんなにカッコいいって、会社のみんなにバレちゃうから」

　触れているのは指なのに、背骨全体に電気が流れるみたいにゾクゾクする。自分が彼に欲情しているのがはっきりわかって恥ずかしい。

「え、会社での俺、ダメ？」

　彼が指をきゅっと握り、私の顔を覗き込むように距離を詰めた。

　早く、早く。心の中で彼を急かす。口には出さなくても、こんなに強く思っているのだから表情には出ているかもしれない。

「ううん。いつもの石崎さんも素敵だけど、髪を下ろすと――」

　女子ウケしちゃうから、やだ。

　そう告げる前に口を塞がれた。温かくてしっとりした唇の感触。待ち侘びたキスに、全身が喜びで激しく痺れる。三秒くらい触れ合って、ゆっくりと離れた。ウィスキーの吐息と彼の前髪が私の頬を撫でる。

　もう一回、とねだりたい気持ちを飲み込み、私はぷいと頬を膨らませてみせた。

「もう。最後まで言わせてよ」
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　会社ではきまじめでカタい、おじさんにはモテるけど女子にはとっつきにくい石崎さんのままでいてほしい。髪を下ろすと爽やかになるとか、敬語をやめると甘くなるとか、キスだけでこんなにドキドキさせるとか、他の人には知ってほしくない。

「ごめん。なんかもう、我慢できなくて」

「私、理性に勝てたってこと？」

　尋ねると、石崎はクスッと笑ってメガネを外し、ローテーブルへと放った。

「もうとっくに圧勝してる」

「んぅっ……」

　かぶりつくように唇を奪われた。私ばかりが彼を求めているのではないかと思っていたけれど、彼もちゃんと私を求めてくれているのがわかって嬉しい。

　息をつくのが難しいほど、彼が私の唇を放さない。苦しくなって息を吸うと、その隙を狙ったように熱い舌が侵入してきて、私は彼にされるがままになった。舌と舌が触れ合う感触があまりにも甘美で、私はいつの間にか彼にしがみつくように抱きつき、だらしない声をあげていた。

「ん……やめないで。もっと、して」

「どうしようかな」

「意地悪しないで。ねぇ、もっと」

「はぁ……もう、どうしてそんなにかわいいの」

　彼の唇が、私の唇から頬に、耳に、首にと這っていく。私は彼の触れたところからぐずぐずに溶けて、ふにゃふにゃに乱れた。

　一回目はソファーで。二回目以降は寝室のベッドで。

　私たちは情欲に身を任せてひとつになった。

　彼の腹筋や背筋がバキバキに割れているのもさることながら、顔に似合わず激しくていやらしいセックスをすることに、私は両方の意味で腰を抜かした。赤い箱の中身をいくつ使ったかは定かではないけれど、彼は一度も私に主導権を握らせてはくれなかった。

　四角四面できまじめな石崎のことだから、マニュアル通りのあっさりした情事になりそうだ……なんて高を括っていた私はバカだ。

　会社の外で見る彼が予想通りであったことなど、これまで一度もなかったのに。






　ヴ――――――　ヴ――――――

　スマートフォンのバイブ音で目が覚めた。

　カーテンから漏れる光が眩しい。何時だろう。

　隣で眠っていた石崎も目覚めたのか、枕から顔を上げた。サイドチェストで震えるスマートフォンを手に掴み、体を起こして着信に応じる。

「おはようございます。石崎です」

　ああ、背中の筋肉が綺麗だな。肩のあたりもすごくいい。

　幸福感と羽毛布団にくるまり裸の彼を盗み見る。彼も私も、なにも着ていない。あのまま寝落ちしてしまったらしい。それなりの運動量があったので、体はまだ疲れている。

「いえ、大丈夫です。はい。ええ、今日は予定通り伺うつもりです。午後二時ですよね」

　漏れ聞こえてきた声から察するに、電話の相手は初老男性だ。上司、あるいは取引先の人だろう。休日なのにお呼び出しか。営業マンは大変だ。

　それから二、三言交わして、彼は「失礼します」と電話を切った。寝癖のついた頭を掻き、軽くため息をつく。

「出かけるの？」

　きらりの出勤まで、一緒にゆっくりできると思っていたのに。

　体を起こし声をかけると、彼はこちらを向いてさらりと告げた。

「はい。見合いです」

　え？　みあい？　みあいって、お見合いってこと？

　男女が結婚に向けて出会うための、アレ？

「はぁあああああっ!?　お見合いって、誰と!?」

「小林部長のお嬢さんです。部長から直々に頼まれて、断れなくて」

　部長の娘……ありそうな話だ。まじめで誠実そうな石崎なら、娘婿にと思う気持ちもわからなくはない。そして話がまとまれば、石崎は出世が約束されるってことか。そういえば少し前に、「個人的な頼みがある」と小林部長にどこかへ連れて行かれていた気がする。

「そんな話があるなら、どうして合コンなんか……」

「部長に見合いを打診されて戻ってきたら、合コンの参加が決まっていたんです。部長に見合いのことは内密にするよう言い含められていたので、合コンを断ることもできませんでした」

　話し方が敬語に戻っている。夜が明けて、私との関係は元通りってことのようだ。

　このまま恋人になれると思っていたわけではないけれど、これがワンナイトだとはっきり突きつけられるのはさすがに傷つく。

「もしかして、私を一次会でさっさと帰そうとしたのは……」

「翌日に見合いを控えているのに白石さんと積極的に関係を結ぶのは、筋が通らないと思ったからです」

　あれは私のバイトに気を遣ったわけではなく、口実にしただけだったのか。

「じゃあ、どうして私たちは今こんなことになってるんだっけ？」

「白石さんに煽られて、僕がムキになったからだと記憶しています」

　理性に勝つためにとウィスキーをがぶ飲みしていたが、彼の理性の源は〝付き合っていない女〟ではなく、〝上司の娘とのお見合い〟だったのか。そりゃあ勝つのも大変だったことだろう。

「お見合いのこと、私に言っちゃってよかったの？」

「もちろんよくないですけど、こうなったからには本当のことをお知らせすべきかと」

　こんなところまでクソまじめ銀河のバカ正直星人か。それともごまかすことすら不要なくらい、私との進展はこれっぽっちも頭にないということか。

　彼も私も素っ裸。私なんて、起き上がって以来ずっと胸を丸出しにしている。

　なんて滑稽な朝なのだろう。

「もう十時過ぎてますね。僕はもう少しゆっくりして身支度を始めるつもりですけど、白石さんはどうします？」

　どうします？　って、これからお見合いに行く男の家でどうしろっていうの。

「帰る！」

　私は裸のまま堂々とベッドを降り、彼の目の前でテキパキ衣類を身につけた。彼は止めるでも急かすでもなく、ポカンとした顔で私の様子を眺めていた。

「お邪魔しました」と告げ部屋を出たのは十時半を過ぎた頃。空は爽やかに晴れていて、道路沿いを流れる運河の水面がキラキラしている。

「やっぱり人生、ままならない」

　ベッドにまでこぎつけたのに恋人になれなかったことや彼が上司の娘とお見合いをすることより、今日が自分の誕生日だという事実が、とにかく残念でならない。

















４本目　どういう意味ですか？












　週が明け、数日が経過。月が変わって十一月を迎えた。

　我らが備品管理係では、係長の宮崎みやざきさんが今月いっぱいで退職することになり、係内はちょっとバタついている。

　係長はすでにリモート勤務と有休消化に入っているため、現場での業務は正社員の中村さんを中心に、派遣社員の私やパート、アルバイトのメンバーで手分けして回さなければならない。つまり、みんなちょっと忙しい。

　午前中の配達リストの中に、ＮＢ３の文字がある。今週に入って初めての配達だ。

　あの夜以来、石崎とはまだ一度も顔を合わせていない。彼の方から私に会いに来ることもなかったし、私から会いにいくこともしていない。連絡先すら交換しなかったけれど、社内チャットにメッセージが来ることもないし、こちらから送ることもしていない。なんの音沙汰もないのに、付き合ってもいない男女が情を交わしたあとの気まずさだけはしっかりある。厄介な状態だ。

「おはようございま～す。備品管理係の白石です。配達に参りましたぁ」

　緊張しながらＮＢ３のオフィスに入った。ざっと見渡したが、石崎の姿はない。前田さんや太田さんもいないので、チームで席を外しているようだ。安堵と落胆が混じった複雑な気持ちが湧く。

　事務の人に備品を手渡し、空トナーの回収をして、そそくさとオフィスを出る。このフロアの配達はこれで最後だ。彼らが戻ってくる前にさっさと次のフロアへ移動しよう。

　カートのキャスターのストッパーを外し、力を込めた瞬間。

「あっ、白石さん」

　ちょうどオフィスに戻ってきていた前田さんに見つかってしまった。

「前田さん、おはようございます。先日はありがとうございましたぁ。楽しかったです」

　にっこり笑顔を貼りつけ、愛想よくぶりっ子モード。

「こちらこそありがとう。樺島と中村さんにもお礼言っといて」

「はい。伝えておきますね」

　彼が戻ってきたということは、間もなく石崎もこちらに戻ってくるはずだ。お礼と挨拶だけ告げてさっさとこの場を去りたかったのだが、前田さんは「ところで」と会話を続ける。

「石崎とはどうなの？」

　声を窄め、探るように尋ねてきた。とても答えにくい質問だ。

「どうって、どういう意味ですかぁ？」

「いや、ほら。あいつ、緊張してたのか全然喋れてなかったじゃん。だから二次会は大丈夫だったかなって」

　私とのこと、石崎からはなにも聞いていないのだろうか。それとも顛末を承知のうえで私を探っているのだろうか。どちらにしろ、私の回答は決まっている。

「大丈夫もなにも、ビストロを出たあとは、まっすぐ駅に送り届けられてしまいました」

　嘘ではない。そのあとのことを石崎に聞いていたとしても、私が話す必要はないだろう。

「え？　マジ？」

　前田さんは信じられないという顔をして、ちょうど太田さんと話しながら廊下の角を曲がってきた石崎を見た。反応を見るに、彼はなにも聞いていなかったようだ。

「おふたりとも、おはようございます。先日はありがとうございましたぁ」

　あえて自分からニコニコ笑顔で声をかける。石崎は私と目が合うなりギョッとして、気まずそうに「おはようございます」と会釈した。その横で太田さんが「こちらこそありがとね～」といつも通りの感じで返す。

　ふーん。そんな感じでいくんだ。ふーん。そう。

「そういえばあのお店、太田さんが選んでくれたんですよね。すごく美味しかったです」

「うん、美味しかったよね。ＳＮＳで見つけたんだけど、当たりだった」

「ＳＮＳで？　タイムラインにアンテナの高さを感じますね」

「前田さん主催で合コンする時はいっつも俺が店選びをやらされるから、自然とそうなったんだよ。あの人、ああ見えて人使い荒いから」

「おい太田。聞こえてんぞ」

「やっべ。聞かれてた」

「あははは！」

　あえて太田さんや前田さんと楽しく会話する。決して石崎をのけ者にする雰囲気はないのだけれど、彼は私たちから一歩引いて、輪に入ってこない。

「それでは私、次の配達があるのでもう行きますね」

「うん。お疲れ様」

「配達頑張って」

「ありがとうございます。失礼しま～す」

　私と石崎の妙な雰囲気と距離感を、コミュ力の高い先輩ふたりは不自然に思ったかもしれない。それで状況を察してくれるのなら、むしろ都合がいい。

　私と目が合った時の石崎の顔は傑作だった。一瞬だけれど、まるでバケモノでも見たかのように目を見開いていた。そんな顔をされたら私が傷つくということに、彼はどうせ気づいていないのだ。

　私たちはただ、合意の上でワンナイトラブを楽しんだだけだ。彼は私を雑に扱ったりはしなかったし、しっかり避妊もした。ひと晩過ごしてみたうえで私を「上司が持ってきたお見合いを断ってまで恋人にするほどではない」と評価したのだろうし、「連絡先を交換するまでもない」と判断したのだ。

　部長のお嬢さんとのお見合いはどうだったの？　赤い箱の中身はあれからひとつでも減った？

　先輩たちの前でそう尋ねなかったことを感謝してもらいたい。

　私もあの夜を楽しんだだけですよ。なにもなかったことにしてあげますよ。あなたがお見合いに行ったことなんて気にもしていません。私はまったく傷ついてなんかないです。

　そんな風に振る舞ったのは自分のプライドを守るためでもあるし、彼を煩わせないためでもある。彼を振り回した過去の女性みたいにはなりたくなかった。

　石崎は何度か、私になにか言いたそうな顔をした。けれど最後まで私たちの話に入ってくることはなかった。

　言いたいことがあるなら会話に割って入ってくればよかったのだ。大した話をしていたわけではない。

　それすらしなかったということは、そうする価値すらないと思ったのだろう。

　初めにグイグイ行ってダメだった。ワンナイトラブという最大の突発イベントをクリアしてもダメだった。私には、もうこの恋を攻略する術が見つけられそうにない。






　午前の配達を終え、カートを倉庫に戻して総務部のオフィスへ戻った。

「ただいま戻りましたぁ。中村さん、お疲れ様です」

　パソコンの画面から上げた彼女の顔に疲れの色が見える。有休消化中の係長の分も働いているので、彼女は特に多忙だ。

「お帰りなさい、白石さん。このまま休憩に入ってもらって大丈夫ですよ」

「ありがとうございます。このあとお茶の配達があるので、先に準備してから休憩しますね。早めに在庫処理したほうが、中村さんの作業効率がいいですよね？」

「助かります。お茶の在庫ってイレギュラーに減るから、発注のタイミングが難しくて。最近は白石さんが細かく報告してくれるのでありがたいです」

「えへへ、お役に立てて嬉しいです」

　備管の仕事にはずいぶん慣れたと思う。だけど派遣社員なので残業はできないし、権限やアクセスできる情報には制限がある。今月に入ってからは係長のこともあって、「制限さえなければもっと役に立てるのに」と、もどかしい気持ちになることが多くなってきた。

　この会社で正社員になりたい。その気持ちはより強くなっている。

　最初のうちは、とにかく安定した生活や、大企業の正社員という社会的地位を求めていた。でも今は、「この会社でこの人たちと一緒に働きたい」、「この会社に貢献することで社会を動かす一員になりたい」という願望が大いにある。

　正社員登用試験まであと約二ヶ月。準備や勉強に、そろそろ本腰を入れなければ。

　頑張ろう。恋愛がうまくいかないからって、ウジウジしている場合ではないのだ。






　それから十日ほど、石崎とは顔を合わせることなく過ごした。何度かＮＢ３のオフィスに赴くこともあったが、いずれも彼は不在だった。

　そういえば、外出が増えて忙しくなると言っていたっけ。地方にある工場の現地調査や着工がどうのこうので、泊まりの出張も多くなるとボヤいていた気がする。

　私の方も、日に日に任せてもらえる仕事が増え、忙しくなってきている。これまでは配達の合間に社員とコミュニケーション（という名の恋活）に勤しめたが、今はそんなことをしていると定時までに仕事が終わらない。最も慣れている配達の効率を上げることで、その他の業務を時間内にこなす余裕を作らなければ。

「えーっと、これでテクニカル部門のフロアは完了っと」

　配り終えた注文履歴のステータスを「配達済み」に更新。この時間帯の配達はこれで終わりのようだ。

　軽くなったカートを押し、総務部のフロアに戻るべくエレベーターホールへと向かう。空間が開けているラウンジまで来ると、グレーのスーツを着た男性社員がひとり、反対方面から歩いてきているのが見えた。

　内勤の社員が多いこのフロアで、きちんとスーツを着ている人に会うのは珍しいな、なんてのんきに思っていたのだが、それが石崎であることを認識した瞬間、足が止まった。

「白石さん」

　石崎も私に気づく。他に人はいない。静かなホールに気まずい空気が流れる。

「石崎さん……このフロアにご用事ですかぁ？」

「設計の担当と、日程調整の打ち合わせで」

「そうですか。お疲れ様です」

「白石さんも、配達お疲れ様です」

　カートで両手が塞がっている私の代わりに、石崎が下りのボタンを押してくれた。ＮＢ部のフロアはここより上なのだが、上りのボタンは押さない。

　今日のスーツは合コンの日のものと同じだ。ネクタイも、たぶん同じもの。

　先日より髪が短くなっている。散髪に行ったのだろう。セットされているから印象はそう変わらないが、前髪を下ろした感じはどうなんだろう。

　……そんなことより、気になっているのは。

「お見合いはどうでした？」

　散々私を抱いた直後のお見合いは……と、言外にイヤミを含ませる。石崎は私のイヤミになんてまったく気づいていない様子で、爽やかに答えた。

「ああ、悪くなかったですよ。相手を怒らせることもありませんでしたし」

　ズキンと胸の奥が鈍く痛む。「イマイチだった」とか「相手を怒らせて失敗した」という回答が来ると思っていたわけではないけれど、正直、ちょっと期待はしていたのだ。

「そうですか。相性のいい方と出会えてよかったですね」

　ショックを受けていることを悟られないよう、明るく告げる。

「え？　ああ……まぁ、そうですかね？」

　彼が歯切れ悪く答えたところでチャイムが鳴り、東側左のエレベーターが開いた。先にカートと私が乗り込み、彼もそれに続く。私はすぐさま総務部のフロアのボタンを押したが、彼はどのフロアのボタンも押さない。同じフロアで降りるらしい。

　扉が閉まり、下降が始まる。石崎がなにか言いたそうにソワソワしている。

　上司の娘とのお見合いがうまくいくかもしれないのだ。私とのワンナイトがバレたら困るのだろう。黙っていてほしいと言いたいのかもしれない。他に誰もいない今が絶好のチャンスだ。しかし、いざふたりきりになると、それをどう伝えるべきか悩んでいる……というところか。私はお見合い相手と違って、彼に対して怒りをぶつけた前科がある。

　だったらいっそ、自分から。

「ご自宅にお邪魔した夜のことですが」

「えっ……！　は、はい」

　操作パネル前に立っている彼はこちらを振り向き、わかりやすく動揺した。

「会社で誰かに話したりしませんので、ご心配なく」

　しっかり彼の目を見て、はっきりと告げる。てっきり安堵の表情を浮かべるだろうと思っていたが、彼は怪訝そうに眉を寄せた。

「どういう意味ですか？」

「不都合な事実は秘密にしましょうってことです」

　私もきらりでのバイトのことを黙ってもらっているので、これでおあいこだ。

　私はにっこり笑ったのに、彼はまるで傷ついたような顔をした。解せない。

　チャイムが鳴り、目的階に到着。間もなく扉が開いた。石崎が開くボタンを押してくれるので、遠慮なくカートを押して先に出る。

「白石さん、僕――」

「失礼します」

　石崎がなにか言いかけていたが、遮って強制的に会話を終わらせた。そうすることで、私はあの夜に未練なんかないのだと思わせたかった。そしてたぶん、それは成功した。

　だけど、ほんの少しだけ。性懲りもなく。

　それでも「ちょっと待って」と引き止められることを期待した。

　そのうえ「不都合なんかじゃない」と言ってもらえるのを妄想してしまった。

　自分で彼の言葉を遮ったくせに、私って本当に、未練がましくてバカみたい。






　カートを倉庫に戻し、中村さんに声をかけて休憩に入った。

　十一月ともなるとほとんど汗はかかないので、まっすぐラウンジに向かう。いつものようにコーヒーマシンで挽きたてコーヒーを淹れ、砂糖とミルクを混ぜてカウンター席へ。窓から見える景色は暗い。出勤時にしとしと雨が降っていたが、本降りになっている。ここ数日はスッキリ晴れていたのだが、これから三日ほどはぐずついた天気が続く見込みだと、天気予報で言っていた。

　傘がうごめく地上の様子を眺めながらコーヒーをひと口。このエリアは黒色の傘が圧倒的に多いのだなと、どうでもいいことに気づく。そういえば石崎の家の傘立てに置いてあったのも黒色の傘だった……なんて、すぐ彼に繋げてしまう自分の思考が嫌だ。

　カップの中身が半分ほど減ったところで、背後から「あらぁ、白石さん」と声をかけられた。秘書課三人組のうちのひとりだ。名前は今でもあえて覚えていない。

「お疲れ様ですぅ」

　顔面の筋肉を総動員して笑顔を見せる。彼女も休憩に入ったらしい。自動販売機で水を購入し、なぜか私の隣の席に座った。甘ったるい香水の匂いが鼻につく。

「白石さんって、休憩中はいつもコーヒーですよね～」

　よく見てるなぁ。私はあなたがいつもなにを飲んでいるかなんて、気にもしたことがないけれど。

「そうですね。ラウンジのコーヒー、香りがよくて好きなんです」

　素直な気持ちで答えたのだが、彼女は明らかに嘲笑するようにクスッと笑った。

「え～っ。美味しいですかぁ？　ここのコーヒー」

　驚いている風に言いながらマシンに視線をやる。

「美味しいですよ。会社の福利厚生としては十分すぎるお味だと思います」

　魂胆は見えている。言われることも、だいたい想像がついた。

「白石さんって、あんまりコーヒーの味とかわからないタイプですかぁ？　缶とかインスタントよりは美味しいですけど、せいぜいスーパーの徳用豆レベルですよぉ」

　はい来た。いつものマウンティング。

「そんなことないです。上層部の皆さんが吟味したいい豆を使ってくれているので、コンビニコーヒーよりは美味しいんですよぉ？」

　なぜそんなことを知っているかというと、マシンに入れるコーヒー豆を仕入れているのが私たち備品管理係だからだ。

「え～、そうなんですかぁ？　私、専門店のコーヒーしか飲まないから、コンビニも徳用も同じに感じちゃう」

　専門店……緑色のロゴのカップを持って出社しているのを、よく目にする。そのたびにラウンジで淹れて飲めばタダだし熱いうちに飲めるのにと、もったいなく思っていた。

「わぁ～、すごくこだわりがあるんですね。私はこのコーヒーで十分なので、外ではほとんど買わなくなっちゃいました。おかげで節約になってます」

　努めて好意的に告げたのだが、彼女は「やだぁ」と憐れむように笑った。

「コーヒーくらいで節約だなんて。一日たった数百円じゃないですかぁ」

「私ひとり暮らしなので、数百円でも浮いたら嬉しいんですよ」

　一日一杯、およそ四百円浮くとして、一ヶ月で二十日出勤したら八千円浮くことになる。ヘアサロンでカットとカラーができるお値段だ。

「へぇ、白石さんひとり暮らしなんだぁ」

　彼女がまた少し、悪い笑顔になった。またなにか来るぞと、心の中で身構える。

「はい。ＤＴＩに来たタイミングで始めたんですぅ」

　笑顔が重い。彼女が隣に座ってから、まだ二分も経っていないのが信じられない。

「こんなこと聞いたら失礼かもしれないんですけどぉ、派遣のお給料で生活ってできるんですかぁ？」

　本当に失礼だな。笑顔の仮面にピシピシとヒビが入っていく。

「贅沢しなければ、生活くらいはできますよ」

　スナックでアルバイトをしていることは言わない。余計にバカにされるのは目に見えているし、会社中に言いふらされるに違いない。

「贅沢って、まさかお店でコーヒーを買うことぉ？」

　……それはちょっとバカにしすぎでは。

「やだぁ。コーヒーくらいさすがに買えますよ。海外旅行とかブランド物のバッグとか。そういうのは今は贅沢かなって」

　あくまで好意的に答えると、彼女はつまらなさそうに「ふぅん」と口を尖らせた。

「じゃあ、海外に行きたい時とか欲しいブランドのバッグがある時はどうするんですかぁ？　あ、彼氏に買ってもらうとか？」

　手を口に当てながら、さりげなくブランド物の腕時計を見せてくる。文字盤に四つダイヤが埋め込まれたそれは、数十万円は下らないだろう。自分で買ったのか、それとも誰かに買ってもらったのかはわからない。

「そういう時は、派遣に加えてバイトをするしかないですね」

「え～、バイトぉ？　うっそ～、私には絶対真似できなぁい！」

　彼女はきっと、まじめに勉強して大学に進学し、就職活動を頑張ってこの会社に入社したのだと思う。ＤＴＩは国内有数の大企業で、一般職でもまあまあ給料がいい。もちろんそれなりの仕事の質を求められるわけだが、それをきっちりこなしているから毎日ケチらず専門店のコーヒーが飲めるし、キラキラの時計だって買えるのだ。ファッション雑誌に載っていたその上下合わせて五万円のセットアップや、十万円以上するそのブランドパンプスだって、紛れもなく彼女の努力と労働の成果だ。

　派遣の給料だけでは生活がカツカツ。ひとり暮らしを始める際になけなしの貯金を使ってしまったので、安心して生活するために週に三日スナックでバイト。それでもある程度お金が貯まるまでは節制すると決め、服は上下一万円くらいしかかけていないし、靴だって五千円のパンプスだ。腕時計だって、上の弟が初ボーナスで買ってくれたこれをとても気に入っている。唯一の贅沢は、樺島さんに紹介してもらったネイルサロンに通っていることだけ。

　こんな生活が、私にとっては夢のようなのだ。弟たちの学費や世話に追われることもなく、自分の時間やお金を自分のためだけに使える自由な生活を、ようやく実現できているのだから。

　私の人生は、今最高に充実している。たとえ彼女には、憐れに見えていたとしても。

「うっっっっざ」

　心の声がとうとう口から漏れてしまった。笑顔の仮面もボロリと剥がれ落ちる。

　どんなにイヤミを言われても笑って流してきたのに、ついにやってしまった。

「えっ？」

　彼女が笑顔を引き攣らせた。私が口答えをするとは思っていなかったのだろう。私はずっと、彼女たちの都合のいいサンドバッグだった。

「あ、ごめんなさぁい。思ってたことが口から出てしまいましたぁ」

　えへへ、とあえてぶりっ子全開で微笑む。さぞかし腹が立つだろう。

「な……なに？　私のこと、ウザいって思ってたの？」

「え～、今まで散々見下してイヤミばっかり言ってたのに、まさか歓迎されているとでも思ってたんですかぁ？　私そんなにドＭじゃないですよぉ」

「イヤミなんて言ってない！」

　反撃されることを想定していなかった彼女は、アワアワしながら言い返そうとするが、マウンティングする時ほど流暢には言葉が出てこないようだ。

「あれってイヤミじゃなかったんですかぁ？　悪気なく言っていたんだとしたら、とっても性格が悪いってことになりますけど……そっちの方がヤバくないですかぁ？」

「は、はぁ～？　イヤミに取るあんたの感性の方がヤバいんじゃないのぉ？」

　彼女がヒートアップして声が大きくなってきた。それを聞いた社員たちが、なんだなんだと足を止め、遠巻きに様子をうかがっている。

「私が会社のコーヒーを美味しいと思っていること、鼻で笑ったじゃないですかぁ」

「それは、もっと美味しいコーヒーがあるって教えてあげただけ！」

「派遣の給料で生活ができるの？　なんて、イヤミじゃなかったらなんなんです？」

「単純な疑問よ！」

　周囲の視線を感じながら、彼女が私になにを言ったかを大きな声で告げる。私の声は高いので、聞き取りやすいはずだ。

　秘書課のあの人、派遣社員をイビってたらしいよ、くらいの噂が立てばいい。

　これまで半年以上、笑顔で耐えてきたのだ。そろそろこれくらいの意趣返しはさせてもらえないと割に合わなすぎる。

「ちょっと！　何事ですか？」

　聞こえてきた壮年男性の声に我に返り、全身の血の気が引いた。声の主は人事部の派遣社員担当、瀬尾せおさんだ。正社員登用試験も主に彼が担当している。彼に見つかってしまったのはまずい。

「白石さん！　どうしたんですか？」

　騒ぎを聞きつけたのか、中村さんもこちらへ走ってきた。その後ろに秘書課のもうふたりも見える。憩いの場であるはずのラウンジが騒然としはじめた。

　私と秘書課の女は睨み合いつつ口を結んだ。登用試験に向けて大事な時期なのに、自分から社員に噛みついたなんて言えない。彼女とて派遣社員をイビっていたら口答えされた、なんて言えないだろう。

　私と中村さん、そして秘書課の三人がバチバチと火花を散らす。樺島さんがいてくれたら百人力なのだが、生憎リモート勤務中だ。

　私たちの様子を見て、瀬尾さんは軽くため息をついた。

「白石さん、揉め事は困りますよ」

　彼の言葉に、頬を引っ叩かれたような心地がした。

　どうして私だけ？　悔しさとやるせなさで目の奥がツンと熱くなる。

　こういう時、派遣社員はつらい。派遣先の社員との間にトラブルが起きた時、処分されるのはたいてい派遣の方だ。それがたとえ、正社員による派遣イビリへの抵抗だとしても。最悪の場合、即時契約解除になることだってある。私たちはそれほどに立場が弱いのだ。

　騒いでいるのが瀬尾さんに見つかってしまったことで、私が社員とトラブルを起こす人材だと彼に認識されてしまった。また、私だけが名指しで咎められたことで、周囲にも私の方が悪かったように印象づいただろう。正社員登用試験の合否に響くことは間違いない。つまり私は、せっかく頂けた人生最大のチャンスを大きく削ってしまったことになる。

　かたや正社員である彼女は、少し注意される程度で、人生にはなんのダメージも受けないのだ。そのことが無性に悔しい。

　それでも、今私がすべき最善の行動は。

「お騒がせして申し訳ありませんでした」

　私はグッと歯を食いしばり、周囲に向けて深く頭を下げる。

　今反省したって後の祭りだが、私の行動は間違っていた。彼女のイヤミにどんなに腹が立っても、会社の中で歯向かってはいけなかった。

　そもそも会社での立場が違うのだから、彼女をやり込めたところで私の負けは決まっていたのだ。






　この日、きらりの出勤前。スナック仕様のメイクを施しているところで、派遣会社の担当である平良たいらさんから電話がかかってきた。

「ＤＴＩの瀬尾さんから連絡がありました。派遣先の社員さんと揉めたそうですね」

「はい。すみません。だけどそれは――」

「言い訳は結構です。派遣先の社員さんの中には派遣社員をよく思わない方もいるので、なにか言われても笑って流すよう、研修でも再三再四お伝えしているでしょう」

　平良さんは四十代くらいの女性で、いつもよくしてもらっている。そんな彼女に怒られたのは初めてのことだ。

「はい……。私が未熟でした。申し訳ありません」

　反省していることを察してくれたのか、平良さんは穏やかな口調で言った。

「あなたはそういうの、結構得意だと思っていたのだけど」

「そうですね。私も得意なつもりでした」

　だからこそ半年も耐えられたのだ。今日はたまたま、いつもより心が不安定だっただけ。

「この件で契約解除や社員登用試験の受験資格がなくなることはないと、瀬尾さんにはおっしゃっていただけました」

「そうですか。よかった……」

　クビになるほどではなくとも、もしかしたら受験資格を剥奪されるくらいはあるかもしれないとビクビクしていたので、ホッとした。

「でも、今回の件であなたの評価は下がったと思ってください。不採用になる可能性はグッと上がったんですからね。今後同じことがあっても、絶対に流してください」

「……そうですよね。肝に銘じます」

　せっかくここまで頑張ってきたのに、一時の感情で積み上げてきたものを台無しにしてしまったかもしれない。なんてことをしてしまったのだろう。

「とはいえ、派遣社員にだって守られる権利があります。あまりにひどい場合はひとりで対処せず、私に相談してくださいね。弊社の方から正式に抗議しますので」

「わかりました。ありがとうございます。ご心配とご迷惑をおかけして、本当にすみませんでした」

　今日のことはしっかり反省して、心を乱すものには極力近づかないようにしよう。

　特に石崎のことは、もう考えないようにしなきゃ。






　それから一週間は平和な日々が続いた。

　ラウンジで秘書課の三人と出くわしても絡まれることはなくなったし、配達でＮＢ部に行っても石崎は不在。余計なストレスが減って仕事だけに集中できるのは非常にありがたかった。

　午後、大きな会議室が三つあるフロアへの配達を終えた時、廊下がなにやらガヤガヤしはじめた。重めの会議がひとつ終わったらしい。

　カートを押しつつ様子を伺う。会議室から出てきているのは各部署の部長や課長たち。終わったのは部課長会議だったようだ。

　部課長たちの集団が通るので、カートを端に寄せて「お疲れ様です」と頭を下げる。毎日多くのフロアを回っているから、顔見知りの部課長も多い。声をかけてくれた人とは言葉を交わしつつ、集団が通過するのを待つ。

「いやいや、そうなんだよ～。もう安心しちゃって」

　誰かと話しながらひと際大きな声で笑っていたのは、ＮＢ部の小林部長だった。石崎のお見合い相手の父親だ……と意識してしまい、バチッと目が合う。

「おや、白石さんじゃないか。配達かな。ご苦労様」

「お疲れ様です。部長、今日はとってもご機嫌ですね」

「あれ、顔に出てたかな」

　小林部長はいつもニコニコしているタイプの人だが、今日はひとしお。

「なにかいいことがあったんですかぁ？」

「わかる？　実は、娘の見合いがうまくいってね」

「えっ……？」

「いやぁ、我が娘ながらいい子に育ったとは思うんだが、どうも恋愛には疎くって。出会いがないと言うから僕が見繕って会わせてみたんだよ。そしたら気が合ったようなんだ」

　石崎はお見合いについて、悪くなかったと言ったがよかったとは言わなかった。

　相手との相性がいいという点に同意はしたが、気に入ったとは言わなかった。

　そこにほんの少し可能性が残っていると思っていたけれど……そっか。本当にうまくいっちゃったんだ。

「そうなんですね！　それはおめでとうございます～！」

　声はうまく作れたと思うが、笑顔は上手に作れているだろうか。

「まぁ、奥手なふたりだからすぐに結婚ということにはならないだろうし、今は気楽に恋愛を楽しんでもらえればいいなと思ってるよ」

　石崎は奥手に見えるかもしれないけれど、全然そんなことないですよ、とは言えない。

「そうですね。お嬢さんの幸せをお祈りしてます！」

　赤い箱の残りの中身を、小林部長のお嬢さんと使うのか。他の女を抱く彼を想像させられて、たまらない気持ちになる。今すぐ叫び出したいけれど、ここは派遣先だ。これ以上悪目立ちするわけにはいかない。

「では私、次の配達に行きますね」

「ああ、お疲れ様」

「ありがとうございます。失礼しまぁす」

　カートを押す手に力を込める。なんとか笑顔で乗り切れた。

　石崎のことは考えないようにしようと決めたばかりなのに、なんてタイミング。

　自分が余計なことを言ってしまう前に、逃げられてよかった。






　泣きっ面に蜂、弱り目に祟り目とはよく言ったものだ。

　この夜、きらりでのバイトは大変だった。

「きゃっ！　もう、なにするんですかぁ」

「あれれ。この店、お触りはダメなの？」

「ダメです。普通のスナックなので」

　ソファーの卓についた新規のお客さんが、いわゆる〝触る人〟だったのだ。

「おかわりお作りしますね……きゃあ！　だから、ダメって言ったじゃないですかぁ」

「そんなに怒らないでよ～。今のはただ手が当たっただけだよ～」

　嘘つけ！　わざと腰を下ろす場所に手を置いていたくせに！　正面のローチェアではなく隣に座るよう言ってきたのは、これが目的か！

　完全にセクハラ――セクシャル・ハラスメントだが、スナックは客商売だ。スタッフが怒って大きな声を出すわけにはいかない。

　カウンターの卓では常連のお客さんがたちゆったり楽しんでいる。この卓を不穏な雰囲気にしてしまうと、カウンターの方にまでそれが伝わってしまう。それは避けたい。

「美優ちゃん、だっけ。すっごくかわいいね」

「ありがとうございますぅ……」

　おそらく四十代前半。見た目だけでいえば普通というか、特段カッコよくもなければ小汚くもない、通勤電車でよく見る感じの壮年男性だ。三人で来店されたのだが彼がリーダー格のようで、他のふたりは苦笑いを浮かべるだけで彼の行きすぎた言動を諫めてくれない。

「ぶっちゃけさ、いくらだったら本番イケる？」

「……そういうの、うちではやってないですよぉ」

「やっぱ通って高いボトル五本くらい消化しないとダメ？」

「ですからぁ、そういうのやってないんです」

　スナックのホステスをなんだと思っているのか。多少のお金を使ってお酒を飲めば、私たちをベッドに連れ込めると思っているようだ。

　ママとユカさんに助けを求めたいところだが、今日はカウンターが全席埋まっている。ふたりともこちらの状況に薄々気づいてはいるものの、手が離せない様子だ。

「いやいや、ぶっちゃけちゃっていいって。俺、商売女とは遊び慣れてるからさぁ」

　さすがにイラッとして、マドラーを握る手に力が入る。

　慣れているからなんだというのだ。〝商売女〟なんて蔑称を使われて、私たちがいい気分になるとでも？

「本当にうちではやってないので、他を当たった方がいいと思いますよぉ」

「え～、夜職は枕が基本でしょ？」

「そんなことないですよ。少なくとも、うちは」

　このお客さん、すごく偏見を持っているうえにそれを押し付けてくるので、本当に困る。

　指名数や売上金額で戦っているホステスの中には、そういう営業をしている人もいるのかもしれないけれど、うちは気のいい常連さんに通ってもらっている町のスナックだ。指名やドリンクでのバックはないし、無理に売上を作る必要もない。

　もしかして石崎も、私のことをそういう目で見ていたりするのかな。選ばれなかった理由がそれだとしたら落ち込むなぁ。

「そんなんじゃこの店、潰れちゃうよぉ？　少しくらいはサービスしないとさ」

　お客さんはそう言って、出来上がった水割りをコースターに載せようと腕を伸ばした私の右胸を、さりげなく手の甲で撫でるように触った。

　震えるほどの嫌悪感が腹の底から湧き上がり、全身に伝播する。あまりに気持ち悪くて頭が真っ白になり、彼の手を払おうと無意識に肘で彼の手を払った。

　すると私の肘が、思いの外強めにヒット。ゴン、と鈍く音が鳴る。

「あっ、ごめんなさい」

　強めといっても、強い痛みを感じるほどではなかったと思う。

　けれどお客さんは眉を吊り上げ、凄むように私に迫った。

「おい。おまえ今、肘で殴りやがったな？」

「え？　いえ、そんな。殴ってなんて……」

「肘、ここに当てただろうが！　音もしたよなぁ？」

　セクハラから逃れるためとはいえ、肘が彼の手に当たってしまったのは事実だ。それについては謝るしかない。

「申し訳ありません。でも当たってしまっただけで、肘打ちするつもりはなかったんです」

　座ったまま手足を揃え、きっちりと頭を下げる。納得はしていない。そもそも胸を触ってきたことへの抵抗だったのだ。

　彼の友人ふたりが「まあまあ」「落ち着いて」と彼を宥めてくれるも、ふたりの声はまったく耳に入っていないようだ。彼はとうとう怒鳴りはじめてしまった。

「つもりとかじゃねぇんだよ！　当たってんのがすべてだろうが！」

　カウンターでまったり飲んでいたお客さんが一斉にこちらを振り返る。楽しい時間をぶち壊してしまって本当に申し訳ない。

　自分だってお尻を触った時、〝手が当たっただけ〟なんて言っていたくせに。そう言い返したいが相手はお客さんだ。

　男性に至近距離で怒鳴られて怖い。まずは怒りを鎮めてもらって、早くこの場を収めなきゃ。でも、どうしたらいいの？

「本当にすみませんでした」

　とにかく今は頭を下げることしかできない。彼は納得していない様子で舌打ちをした。

「もっとちゃんと謝れよ。そこに正座して、土下座で謝るくらいするのが筋だろうが」

「え……？」

　ただでさえお尻や胸を触られて不快な思いをしているのに、それを振り払った肘が当たっただけで、土下座までしないといけないの？

　お客さんがテーブルを雑に蹴って動かし、土下座のスペースを作った。ボトルが倒れたりアイスが落ちたりはしなかったが、グラスの水割りと新しい方のミネが少しこぼれた。

「ほら、早く」

　私を見下すように顎をしゃくる。典型的なカスハラ――カスタマー・ハラスメントだ。

　土下座なんてしたくない。でも、それでこの場が収まるならやるべきなのかもしれない。

　葛藤の末私が床に膝を突こうとした、その時。

「お客様、失礼いたします」

　さやかママがこちらにやって来て、優雅な動作で片膝を床に突いた。

「なぁママ。この店どうなってんだよ」

　彼は横柄な態度でママを見下ろすが、ママは顔色を変えることなく、毅然とした態度ではっきりと告げた。

「他のお客様のご迷惑です。誠に申し訳ありませんが、本日はもうお帰りください」

　ユカさんが、預かっていた彼らのアウター類を持ってきた。土下座どころか自分達を追い出そうとしていることを察した彼は、「なんでだよ！」と激昂した。

「肘鉄くらわせたうえに追い出すのかよ！　暴行罪で訴えてやる！」

　私のせいで、どんどん状況が悪くなっている。パニックで口も体も頭も動かず、怯えて縮こまるしかできない。やっぱり私が土下座すべきなのでは……などと考えていると、ママがピシャリと言い放った。

「お好きになさって」

「いいのかよ。知り合いに弁護士だっているんだぞ？」

「弁護士なら当店のお客様にもおられます」

　ママがカウンター席の井田さんに目配せをする。井田さんはブランデーのグラスを上げ、きらりの味方であることを示した。

「そ、そっちに弁護士がいたって、殴られたのはこっちなんだからな。診断書取って――」

「診断書なんか取らなくたって、この店には防犯カメラが付いてんぞ」

　天井を指してそう言ったのは、井田さんの隣で飲んでいた松ちゃんだ。

「は？　カメラ？」

　天井に付いているドーム型のカメラを見て、彼は顔を青くする。今まで存在に気づいていなかったらしい。このカメラは設備屋である松ちゃんが付けたものだ。

「よろしければ、私どもの方から証拠の映像を提供しますけれど」

　ママが余裕の表情で提案する。

「もちろん、お客様が美優ちゃんにしたことも映ってますから、慰謝料を払うことになるのはそちらかもしれませんけど。ね、井田さん」

　ユカさんが井田さんに振ると、井田さんは「まぁ、兄ちゃんに勝ち目はないだろうな」と笑った。

　己の不利を悟った彼は、悔しげに「ぐ」と喉を鳴らした。

「……帰る」

　彼はそう言って立ち上がる。ママも合わせて膝を上げた。

「不愉快な思いをさせてしまったようなので、お代は結構です」

「当然だ。ビタ一文払うもんか」

　彼はそう吐き捨て、涼しい顔をしたユカさんの手からアウターを強奪し、逃げるように店から出て行った。彼が連れてきたふたりは「すみませんでした」とペコペコ頭を下げ、すぐに彼を追った。

　侘しく鳴るドアベルの音が、なんとも耳障りだった。






「美優ちゃん、今日は本当にお疲れ様」

「すぐに助けてあげられなくてごめん！」

　閉店後、ママとユカさんにとても労われた。

「私こそ、上手に接客できなくてすみませんでした」

　ふたりには助けてもらったし、あの人たちが帰ってからはカウンター席のお客さんたちのフォローもしてくれた。私はグスグス泣きながらソファーの卓を片付けることしかできなくて、心底自分が情けなかった。思い出すとまた泣けてくる。

「すみません。お掃除の前に、ちょっとだけソファーで横にならせてもらっていいですか？」

　いいよと言われる前に横になった。よっぽど疲れているのか、動いていないのに視界がグラグラ揺れている。

「美優ちゃん！　ちょっと、大丈夫？」

「具合悪い？　お酒が回った？」

　心が折れるって、こんな感覚だったんだ。一度にいろんなことが起こって、頭と体が諸々の処理を拒否している。

　ママが冷たいおしぼりを持ってきてくれた。額を触り、「熱はないけど」と言いながらおしぼりを乗せてくれた。オーバーヒートしていた頭が冷えて気持ちいい。

　しばらくそうしていると、視界の揺れはだんだん治まってきた。ゆっくりと起き上がる。眩暈などもないし、大丈夫そうだ。

「ごめんなさい。最近いろいろしんどいことが続いてたので、バテちゃったみたいです」

「いろいろって？」

「あのお客さん以外にも、変なこと言うお客さんがいたの？」

　ママとユカさんは優しい。私はただのバイトだけれど、いつだって〝大事な仲間〟として扱ってくれる。

「違うんです。本当に個人的なことで。派遣の仕事のこととか、失恋とか」

　ふたりは一瞬顔を見合わせ、同時に口を開いた。

「話してみて！」

　聞き上手なふたりにうまく誘導され、私は少しずつすべてを話した。

　好きな人にアピールしたら、話しかけるなと言われてしまったこと。そんな彼と距離を縮めてベッドインにまでこぎつけたけれど、その翌日に上司の娘とのお見合いに行かれてしまったこと。そしてその話がまとまりそうなこと。仕事中に嫌な女子社員とケンカをしてしまったこと。それを派遣会社の担当者に怒られてしまったこと。そのせいで、正社員登用試験が不利になってしまったこと。

　まじめに話すと余計に泣いてしまいそうなので、笑い話風にヘラヘラと語った。

「ほんと、人生うまくいかないことばかりで嫌になっちゃいます。もしかして私、不幸になるために生まれてきたのかな～なんて、悲劇のヒロインみたいなことを考えちゃったりして、今ちょっと末期です」

　ふたりは適度に相槌を打ちながら、最後まで真剣に聞いてくれた。

「なるほどねぇ」

　ママは呟きながら、電子タバコの煙を吐いた。

「悪いことって、なぜか続けて起きるよね」

　ユカさんは差し入れで頂いたブランデーを、ロックでちびちび飲みながら呟いた。

「ねぇユカちゃん。美優ちゃんにあの話、してあげたら？」

「あの話って、私がデビュー詐欺に遭った話ですか？　それとも妊娠を伝えたら男に逃げられて、結局流産した話ですか？」

「どっちもよ」

　デビュー詐欺？　妊娠？　流産？

　ユカさん、そんな大変な思いをした経験があるの？

「じゃあママもあの話、してくださいよ」

「どの話かしら？」

「銀座にいた頃、横領の犯人に仕立て上げられてお店と何年も裁判した話とか、結果犯人が娘さんの父親だった話とかですよ」

　横領冤罪？　裁判？　犯人が娘の父親？

　さやかママにも、そんな大変な過去があるの？

　あまりの話に驚いて固まっている私を横目に、ふたりはゲラゲラ笑っている。

「嘘みたいでしょ？　でも全部本当にあったことなの。ね、ママ？」

「そうそう。それでも今楽しくお店やってるんだから、人生捨てたもんじゃないわよ」

「私も、今は猫たちとの生活が楽しくって」

「あら、お店は？」

「お店も楽しいですよ。たくさん歌えるし、喜んでもらえるし」

　ものすご～くポップに、ものすご～く重い内容の話を聞いたような気がするのだが。事実は小説より奇なりって、こういうこと？

　ふたりの過去に比べれば、私の失恋や正社員登用の話なんて、全然大したことがない。セクハラで参っていた気持ちも、驚きすぎて吹っ飛んだ。

「大丈夫よ、美優ちゃん。まだ若いんだし、恋愛のチャンスだってたくさんあるわよ」

「ママ……」

「ＤＴＩの正社員になれなくたって、きらりがあるじゃない」

「ユカさん……」

「うちとしては、いつまでいてもらってもいいんだから」

「そうそう。むしろ美優ちゃんにはずっといてほしいんだから」

「ありがとうございます。元気出ました」

　人生はままならないけれど、なんとかなる。今はしんどくても、また楽しくなる。

　私の人生は、ままならないけど悪くない。そう信じたい。

　ふたりのおかげで、悲劇のヒロインは卒業できそうだ。

















５本目　だから飛行機に乗ったんだ。












　慌ただしく過ごしているうちに、気づけば十二月を迎えていた。街はイルミネーションやクリスマスツリーで華やかに彩られ、全体的にキラキラしている。

　そんな折、私は新たな出会いを求めてマッチングアプリに登録してみた。社内だけではなく、社外にも目を向けたいと思ったのだ。

　アイコンは渾身の自撮り写真。加工は無し。ひと言コメントにこう添えた。

【最近失恋したので登録してみました】

　とりあえずアプリをいじってみる。まるで商品カタログのように次から次へと男の人が出てくるのだが、このアプリではどうやらそれをスルーすることはできず、必ず「イイネ」か「ゴメンネ」で意思表示しなければならない。

　誰も彼もピンとこないが、なんとなく相手を否定しているみたいで「ゴメンネ」を選択するのが憚られる。よっぽどナシな人以外はとりあえず「イイネ」を選択するのだが、その度に「マッチ！」と出てきてしまう。マッチングアプリとは、ずいぶん雑にマッチさせられるシステムだったらしい。

　途中【M.MAEDA　某有名企業勤務　真剣に恋活中】という見覚えのある人物が出てきたが、とりあえず「ゴメンネ」にしておいた。え、これって会社の人も出てくるの？

　しばらくそんな感じでいじっていると、今度は怒涛のようにメッセージが届きはじめた。

【初めまして！　マッチありがとうございます。写真、すごくかわいいですね！　よかったらメッセージ交換からお願いします】

【初めまして。まじめに恋活しています。まずはお友達になれたらと思っています。返信いただけると嬉しいです】

【こんばんは。四十二歳、会社経営者です。既婚者ですが、お互い安全に楽しめるお相手を探しています。興味があれば返信ください】

【二十一歳、苦学生です。ご飯を奢ってくれるお姉さんを募集中です。お礼にたくさんサービスするので、よかったら連絡ください】

　なんだか危なそうな人からもメッセージがじゃんじゃん来る。とりあえず、まともそうな人にだけメッセージを返してみた。

【初めまして。メッセージありがとうございます。写真を褒めてもらえて嬉しいです】

【こんばんは。メッセージありがとうございます。お友達への一歩として、まずはここでお話しましょう】

　こんな風にメッセージのやり取りをして、しばらくは真剣に恋愛相手を探しているという六人の男性とやり取りが続いた。しかし。

【今は派遣社員として働いています】

　そう打ち明けたとたん、返信が鈍くなったり来なくなったりして驚いた。恋愛や結婚を真剣に考えている男性ほど、女性の勤務形態や収入に厳しいらしい。

　この間、ほんの三日ほど。たった三日でも、たくさんのマッチアカウントを確認したり、メッセージをやりとりしたりするのに結構な労力が必要だった。

　マッチングアプリをナメていた。こんなに大変なものだとは思わなかった。

　正社員登用試験まであと一ヶ月ちょっと。ＤＴＩでの仕事、きらりでのアルバイトに加え、試験の勉強、面接の準備も始めている。これに恋活をプラスするのは無理。マッチングアプリは正社員登用試験が終わるまで放置することに決めた。

「――というわけで、勉強が忙しいので恋活はお休みです」

　そうオフィスで宣言すると、今月から新しく我らが備品管理係の係長に就任した樺島さんは不服そうに口を尖らせた。

「合コンの時の彼との進展は？」

「なんにもないって、何度も言ったじゃないですかぁ」

　樺島さんはなぜか私と石崎が両想いだと思い込んでいる。合コンから一ヶ月以上経っているし、ワンナイトのことは話していないのに不思議だ。

「まあまあ、樺島さん。私たちとしては、白石さんがうちに入社してくれる方が嬉しいので、勉強の方を応援しましょうよ」

　中村さんが宥めるように肩を叩くが、樺島さんは納得いっていない様子。

「そうだけど～」

　中村さんも樺島さんも、あの合コンではフリーだったのだが、最近彼氏ができた。お相手は合コン相手とは別のＤＴＩ関係者なのだが、どちらも素敵な人だしとってもお似合いだ。

　いいなぁ。ふたりがうらやましい。でも妬んだりはしていない。心から祝福している。

「あ、時間ですね。私、配達行ってきます」

「行ってらっしゃーい」






「おはようございま～す。備品管理係の白石です。配達に参りましたぁ」

　今月何度目かのＮＢ３のオフィス。いつも通りカートと社用スマホを入り口のカウンター前に置き、注文の品のみを持って中へと入る。

　発注者は前田さんだ。いつものテーブルでひとり図面を広げてパソコン作業をしている。彼は私に気づくなり、「お～い」と手を振ってきた。

「おはようございます、前田さん。Ａ１サイズの図面ファイル、お待たせしました。サイズ、こちらでお間違いないですか？」

「そうそう、これこれ。ありがとう！」

「こんなに大きいファイル、初めて見ました。今日はおひとりですか？」

　今日もオフィス内に石崎の姿はない。十二月に入ってからは一度も見ていない。こんなに長い間見かけないことはなかった。元気にしているのだろうか。ついでに太田さんもいない。

「太田は栃木の取引先まで外出中。石崎はしばらく熊本にいるよ」

「熊本？」

　頭に浮かぶのは黒いクマのキャラクター。九州に行ったことがない私には、とても遠い感じがする。

「そう。先月末からずっと出張してる。クリスマスまでに戻れるか微妙だって」

「それは残念ですね。せっかく一緒に過ごせる人ができたのに」

「ん？　一緒に過ごせる人？」

　前田さんが首を傾げる。恋活仲間の前田さんならもう知っているだろうと思っていたのだが、まだ内緒にしていたようだ。勝手な憶測でうっかり秘密を口に出してしまった。前田さん以外には聞こえていなくてよかった。

「すみません。口が滑りました。忘れてください」

　両手で口を隠しながら、小声で謝る。

「いや、無理でしょ。え、あいつ彼女できたの？　俺聞いてないんだけど」

　前田さんも察して小声で話してくれる。

「できたらしいんですけど、まだ内緒だったみたいです。ちょっとワケアリなので、知らないフリをしていただけると助かります」

「は？　ワケアリ？」

　ますますわけがわからないといった様子だ。聞いていないのなら無理もない。

「では、よろしくお願いしますね。失礼しまぁす」

「う～ん、そんなはずはないんだけどなぁ……」

　聞いているのかいないのか、眉間にめいっぱいシワを寄せてブツブツ言っている。

　先輩としては、後輩に先を越されたのがよっぽど悔しいのだろうか。前田さんはいい人なので、ぜひ素敵な彼女を見つけて幸せになってもらいたい。






　ＤＴＩの仕事のあとは、きらりに出勤した。

　今夜のきらりはずいぶん暇だった。オープンからずっと、ひとり来てはひとり帰るという状態で、二十三時を過ぎた今、お客さんは野口さんひとりだけ。

　この分だと、今日はママの美味しいお通しを持って帰れるかもしれないな……なんて期待を膨らませていると、裏口の扉が開いた。通りの様子を見に行っていたユカさんが戻ってきたようだ。

「ひゃー！　外すっごく寒い！　人っこひとり歩いてないよ！」

　よっぽど寒かったのか、鼻と頬がほんのり赤くなっている。裏口から入ってきた冷気が店内にまで入ってきた。

「寒波だってニュースで言ってたもんなぁ。寒い中帰るのやだなぁ」

　肩をすくめながら熱燗に口をつける野口さんに、さやかママが笑顔で告げる。

「あら、お店は時間通りに閉めるわよ？」

　ユカさんはカウンターの足元に置いてあるヒーターの温風を浴びながら、野口さんにかわいくおねだりする。

「野口さぁん、私も熱燗飲みた～い」

「どうぞ」

「やった！　いただきます！　……はぁ～沁みるぅ～冷えた指が溶ける～」

　きらりではウィスキーやブランデー、それから焼酎を飲む人が多いけれど、寒くなってからは日本酒がよく売れる。今日は本当に寒いので、熱燗をいただけたのは冷え性の私にとってもありがたい。

「あら、もう空ね。美優ちゃん、徳利もう一本つけてくれる？」

「はぁい、ママ」

　徳利に日本酒を注ぎ、熱燗用に沸かしっぱなしにしているお湯へ浸ける。たいてい三分程度で温まるのだが、今日は冷えているためかいつもより時間がかかるようだ。いい具合の熱燗に温まったところで徳利を上げ、カウンターへ戻った。

「お待たせしました。野口さん、熱いうちにどうぞ」

「おーっとっと……はぁ～、あったまるねぇ」

　野口さんが至福のため息をついた時、入口の扉が開いた。カランカランとドアベルの音が響き、冷気が入ってくる。お客さんだ。

　外との気温差で真っ白に曇ったメガネ、鼻まで覆った燕脂色のマフラー、黒のコート、革のビジネスリュック。そしてキャリーケースと大きな紙袋。スナックに来るにしては、大荷物が過ぎるのでは。

「いらっしゃいませ。きらりへようこそ……え？」

　お客さんを迎える言葉を発しながら、彼の正体に気づいた。体温が一気に上がったのは、熱燗のせいじゃない。

　出張で熊本にいるんじゃなかったの？

　クリスマスまで戻ってこられないんじゃなかったの？

　ていうかその荷物、まさか空港から直でここに来たの？

　曇ったメガネとマフラーを鬱陶しそうに外した彼は、視界のピントを合わせるように目を細め、私たちの方を向いてペコリと頭を下げた。

「こんばんは。ご無沙汰しております」

「おお～、石崎くん！」

　私より先に、野口さんが彼の名を呼んだ。石崎は曇ったメガネをマフラーで拭い、かけ直す。

「あ、野口さん。いらしてたんですね」

「寒かっただろ。一緒に熱燗飲まない？」

「熱燗いいですね。とても寒かったので、温まりたいです」

　店が暇なのを不憫に思った野口さんが石崎を呼びつけたのかと思ったが、どうやらそういうことでもないらしい。私はカウンターからホールへ出て、紙袋とキャリーケースを持て余す彼にちょっと緊張しながら声をかけた。

「いらっしゃいませ。コートとマフラー、お預かりします」

「ありがとうございます、白石さん。お願いします」

　石崎もちょっとギクシャクした感じだ。サッとコートを脱ぎ、おずおず私に手渡す。コートの冷え具合から外の寒さが伝わってきた。

「キャリーケースと紙袋も、差し支えなければお預かりしますよ」

「じゃあ、お願いします。でもこの袋は全部、きらりのみなさんへのお土産です」

　受け取った紙袋にはKUMAMOTO AIRPORT SERVICEと書かれている。本当に熊本から直でここへ来たらしい。

「わざわざありがとうございます。……なんだかすごく重量がありますね」

　袋にはずっしりとした重みがある。簡単につまめるお菓子を想像していたのだが、そうではなさそうだ。

「馬刺と辛子蓮根といきなり団子です。熊本の三大名物だそうで」

「全部重い。あと、全部お酒に合いそう」

「たしかに、そうですね」

　クスッと笑った彼の顔に、胸がキュンと震えた。私はまだ彼への未練を捨てきれていないらしい。

　彼の笑顔を見たのはベッドの上以来だ。これまで幾度となくあの夜を思い出しては胸を掻きむしってきた。

　張りのある唇。大きく動く喉仏。美しく光を反射する肩や鎖骨。私がどんなに力を込めてもびくともしなかった体躯。久しぶりに彼に会うと、あの光景がありありと思い出されてたまらない気持ちになる。彼はもう、人のものになったのに。

「せっかくなので、これからみんなで食べましょう。私、馬刺切ってきます」

　目の奥がツンとしたのをごまかすように、私はいったん彼から離れた。彼の接客は、ユカさんとさやかママがしっかりやってくれるはずだ。

　石崎が買ってきてくれた馬刺は上質な赤身肉で、脂は少ないのに柔らかく、甘みがあってとても美味しかった。ご丁寧に甘めの九州醤油が添えられていて、それがとても合っていた。辛子蓮根は鼻を突き抜けるような辛子独特の辛さがあって、見た目のポップな感じに騙されて食べると大変なことになる。ただ、蓮根のシャキシャキした食感と辛子味噌のうま味がなんとも癖になるし、お酒が進む。なるほどファンが多いはずだ。

　熊本、遠くて縁がない県だと思って注目していなかったけれど、侮れない。いきなり団子も楽しみだ。

「やっぱり熊本の馬刺は美味しいわ。本当にありがとう。お仕事で行ってたの？」

　さやかママがお礼を言いながら徳利を差し出す。石崎は恐縮しながらお猪口を上げた。

「はい。最近はずっと熊本にいます。またすぐに戻る予定です」

　あ、そうなんだ。戻るんだ。一時的に東京に帰ってきただけで、出張が終わったわけではなかったらしい。

「ずいぶんお忙しいのね」

「そうですね。年末の仕事納めまでは、ずっと熊本だと思います」

　十二月になって、ＤＴＩ内は「年末進行」なんて言葉が飛び交いはじめた。特に欧米を相手にしている部署では、クリスマス休暇との兼ね合いですでに年末状態だ。

「えっ、じゃあクリスマスも出張ってこと？」

　ユカさんが辛子蓮根をつまみながら尋ねる。

「そうなると思います」

　ここで野口さんが「そういえば」と声をあげた。

「石崎くん、クリスマスまでに彼女作るのを目標に会社の先輩と恋活してるって言ってたよね。成果はどうなの？」

　馬刺を喰みながら、私は密かに肩を震わせた。

　年頃の男性に対する、ごく自然な質問だ。敏感になっているのは私だけ。

　石崎は私をちらりと一瞥し、神妙な顔つきで口を開く。

「実は……いい雰囲気になった女性がいるんですけど、自分が至らぬせいで離れていってしまいまして」

　え、そうなの？　てっきりうまくいっていると思っていたのに。

　意外な返答に驚いて中途半端なところで馬刺を飲み込み、軽く咽せる。

「ははは、せっかくイイ男なのにしょうがねぇヤツだなぁ」

「え～、石崎くん素敵なのに。離れていった原因に心当たりは？」

　野口さんとユカさんが面白がって質問攻めにするのを、私は耳をそば立てて聞く。

「それが、正直わからないんです。僕としては常に誠実に対応していたつもりなのですが、その対応が、どうも彼女からするとズレているようでして」

　わかる。超～わかる。わかりみが深すぎる。

　石崎は正直であることを誠実であることのように思っている節がある。けれど女としては、あけすけに本当のことを言うより、嘘なく上手に安心させてほしい。

　たとえばあの朝なら、「これから見合いだ」なんてバカ正直に言うのではなく、「ちょっと予定がある」くらいにしておいてくれれば、心穏やかでいられたのだ。

「あははは。やだぁ、石崎さんったら」

　思わず笑いが出た。みんなの視線がこちらを向く。

「せっかく小林部長も喜んでいらしたのに、がっかりさせたんじゃないですかぁ？」

　私を傷つけたくせにお見合い相手ともうまくやれないあんたなんか、部長に失望されて出世の道が絶たれてしまえ。

　イヤミのつもりで言ったのだが、彼は小首を傾げた。

「小林部長？　なぜ今、部長の名前が出るんです？」

　彼の問いに、私も首を傾げるしかない。

「なぜって、部長のお嬢さんとの話ですよね？」

「部長のお嬢さん？」

「あれ、違うんですか？　お見合い、うまくいったんですよね？」

　なんだか彼とは会話が噛み合わないことが多い気がする。偏差値が二十違うと会話が成り立たないと、少し前にネットの記事で読んだ。自分の偏差値なんて覚えていないけれど、彼はとても優秀な人だから、それくらいの差はあるだろう。

「お見合いは、はい。先方を怒らせることなく、僕にはその気がないとご理解いただくことができました。我ながら、言葉を上手に選べたと思います」

　え？　その気がない？

　ちょっと待って、思っていた状況と違って混乱している。

　先月エレベーターでお見合いのことを聞いた時、石崎は「悪くなかった」と答えた。それは相手のことを言っているのだと思っていたけれど、自分の出来のことだった……ということ？

「で、でも！　この間小林部長が、娘の見合いがうまくいったって嬉しそうに報告してました。それって石崎さんのことですよね？」

「いいえ、僕ではありません。僕の他にもふたり紹介を受けるとおっしゃっていたので、どちらかではないでしょうか。部長にも、『見合いといってもそんな感じだから、重くとらえず会って話してくれるだけでいい』と言われていましたし」

　石崎はあっけらかんとそう告げた。私の混乱はまだ治まらない。

「だって……だったら……」

　石崎から離れていった女性って誰？

「はぁ～」

　さやかママとユカさん、そして野口さんのため息が重なった。三人は目を見合わせ、クスクスと笑いはじめる。

「美優ちゃん、今日はもう上がりなさい」

　さやかママが呆れたように告げた。

「え？　はい……わかりました。今日はお客さん、少ないですもんね」

　私が答えると、ユカさんが「もう！」と焦れったそうに声をあげる。

「そうじゃなくて、ふたりでちゃんと話しなさいってこと」

「え？」

　答えを求めて石崎を見ると、彼も少し呆れたよう笑みを浮かべ、立ち上がった。

「みなさん。ご協力、感謝します」






　きらりから私の住むマンションまでは約十分。

　今夜は寒いうえに風が強い。会話は弾まないが、石崎のキャリーケースのキャスターがゴロゴロ転がる音が沈黙を埋めてくれている。

「あの、石崎さん。なんとなく私の自宅に向かう流れになってますけど、大丈夫なんですか？」

　もう午前〇時になろうとしているし、明日も平日だ。特に彼は、熊本からの移動疲れもあるはず。家に帰ってゆっくり眠った方がいいのでは。

「大丈夫です。今日は最初からお持ち帰りを期待していました」

「おもっ……はぁ？」

「出張仕様なので、お泊まりの準備は完璧です」

　そう言ってキャリーケースをポンと叩く。

「それは、たしかに」

　長い出張に行っていたのだから、泊まりに必要なものはおおかた入っているだろう。

「冗談はさておき、このまま歩きながら僕の話を聞いてもらってもいいですか」

　冗談だったんだ。まじめな顔をしているから、本気で言っているのかと思った。

「なんでしょうか」

「僕はこういった話が下手なので、最初にいちばん重要なことを言いますね」

「わかりました」

「白石さんが好きです」

　私は息を呑み、思わず足を止めた。

　聞こえてきた言葉は嬉しい。嬉しいけれど、これまでに何度もフラグを折られてきた私は素直に信じることができない。

「……嘘だ」

「本当です。僕は好きでもない人と寝たりしません」

　石崎の顔が少し赤い。照れているのか、寒さのせいなのか、表情からはわからない。

「そんなの、絶対嘘だもん！」

「本当ですってば」

「私が好きなら、どうしてお見合いなんかしたの？」

「部長の頼みだったので、無碍にできませんでした」

「部長のお嬢さんとうまくいかなかったから私のとこに来たんでしょ」

「だから、違いますって。どうして信じてくれないんですか」

「だって石崎さん、連絡先すら聞いてこなかったもん」

「それはっ……、たしかに聞いてないですけど」

「社内チャットすら来なかったし。私とやりとりする気がなかったからでしょ」

「違います。そういうアクションはケジメとして、部長のお嬢さんとのことがすべて片付いてからにすべきだと思って遠慮していました」

「まじめすぎ。見合い話はその日に断ったんでしょう？」

「上司のお嬢さんですから、本人に断って終わりというわけにはいきませんよ」

　夜中の住宅街で侃侃諤諤かんかんがくがくの痴話喧嘩を繰り広げる。初めは周囲の迷惑にならないようにと近所を気遣う余裕があったが、だんだんヒートアップしてきた。

「片付いてからもアクション、なかったもん」

「てっきり振られたと思ってたんです」

「意味わかんない。私振ってない！」

「エレベーターで話した時、僕とのことを〝不都合な事実〟って言ったじゃないですか」

「言った。でもそれは、そっちにとって不都合でしょって意味で――」

「僕は、白石さんにとって不都合なのだと受け取りました」

「それはっ……」

　ついに私が口ごもってしまった。敗北したみたいで悔しい。でも、彼の言い分にも一理あると思ってしまったのだ。

　熱くなった私たちを、沈黙と冷えた空気がクールダウンしていく。

　冷静になってみると滑稽だ。せっかく石崎が告白してくれたのに、どうしてこんなところで喧嘩しているの。

　そう思ったのは彼も同じだったようで、私たちは各々、いったん大きく深呼吸した。

「今日、前田さんと太田さんから別々に電話をもらったんです」

　それがどうしたというのだ。同じチームで仕事しているのだから、電話くらいするだろう。

　私はそう目で訴える。

「前田さんには『白石さん、おまえに彼女がいると思ってるぞ』って言われて」

「ああ……そんな話、したかも」

　今朝の配達の時だ。前田さん、ずっと首を傾げていたっけ。内緒にするようお願いしたのに、喋ってしまったようだ。

「そのあと太田さんに『マッチングアプリに白石さんがいる。〝最近失恋した〟って書いてあるけど、おまえなんかした？』って言われて、わけわかんなくて」

「えっ……うそ！　アカウント見られてたの？」

　あのアプリ、前田さんだけでなく太田さんも使っていたのか……。知り合いに見られてものすごく恥ずかしい。放置ではなく、やっぱりアカウントごと削除すればよかった。

「だから白石さん。ひとつ大事なことを確認していい？」

「なによ」

「俺のこと、どう思ってる？」

　私を射抜くような眼差しに、息が止まる。胸の奥で、彼への想いが暴れている。

「どうって、そんなの……」

　一度も声に出したことはなかった。

　けれど、私がそうだったように、彼もずっと私の言葉を求めていたんだ。

「そんなの、大好きに決まってるでしょ！」

　叫ぶように告げ、彼の胸に飛び込む。結構な勢いで飛び込んだけれど、鍛え上げられた体はびくともせずに私を受け止めた。

「どうしてもそれを確認したかった。だから飛行機に乗ったんだ」






　私の部屋は１Ｋで、玄関から部屋までは二メートルほど。六畳の部屋に入ればベッドはすぐそこだ。

　キャリーケースは玄関に放置した。バッグは適当な場所に置き、マフラーやコート、ジャケットは部屋のあちらこちらに脱ぎ捨てた。メガネだけは丁寧にテーブルへ。

　彼をベッドに押し倒し、馬乗りになって額に唇を落とす。それから目元に、頬に、コーラルピンクのリップでマーキングしていく。

　抵抗はない。ただ、「早く、早く」と目で訴えてくるだけ。

　前回はまったく主導権を握らせてもらえなかったけれど、今夜は私が。

　ついに唇を重ねる。待ち侘びたキスに、彼を求めていた全身の細胞が歓喜に震えた。

　強烈な情欲と幸福感が身体中を巡り、熱を放つ。エアコンをつけたばかりの部屋はまだ寒いはずなのに、心と体がどんどん熱くなっていく。

　より深く彼を求め、舌で軽くなぞる。彼は素直に口を開いた。舌と舌が触れ合う甘美な感覚が先の情事を想起させて、ますます熱情に駆られていった。

「ねぇ、知ってる？　男女でボタンの付き方が逆になっているのは、お互いが脱がしやすくするためなんだって」

　彼に跨ったままネクタイを解き、シャツのボタンをひとつふたつ外す。

「うん、聞いたことがある気がする」

　顔のあちこちをコーラルピンクに染めた彼は、私に大人しく身を任せ、ボタンを外しやすいよう顎を上げてくれている。

「でも私、それって無駄だと思うの」

「どうして？」

「だって早くひとつになりたいのに、悠長にボタンなんか外していられない！」

　私はそう言い放ち、彼のインナーシャツごとワイシャツを捲り上げた。割れた腹筋が露わになる。私の胸は、期待と興奮でこの上なく高鳴った。

　脱がされながら上体を起こした彼は、シャツを床に落とすなり逞しい腕でふわりと私を持ち上げ、転がすようにベッドに組み敷いた。

「ひゃっ！」

　しまった。主導権を握り返された。

　元の態勢に戻ろうと彼の体を押してみるが、まったく動じない。

「今、自分の中で聞いたことない音がしたよ」

　石崎が切羽詰まったように眉を寄せ、呟く。乱れた髪が色っぽい。

「なんの音？」

　手を伸ばし、彼の髪を無造作に乱す。彼はそれを制止するように私の手を掴み、滑らかに指を絡めた。

「俺の理性が、完全に崩壊する音」






　　　＊　＊　＊






　年が明け、忙しくしている間に二月上旬を迎えた。

　私は今、人事部の瀬尾さんに呼び出しを受け、ミーティングルームにやって来ている。先月受けた正社員登用試験の結果を聞くためだ。

「失礼します。白石です」

「お待ちしておりました。どうぞおかけください」

「ありがとうございます」

　十二月。あれからすぐ出張先の熊本に戻った石崎とは、年末年始の休暇に入るまでほとんど会えなかった。せっかく恋人同士になれたのにクリスマスも一緒に過ごせない分、彼は熊本での仕事に、私は試験の勉強に励んだ。

　年末年始はＤＴＩもきらりもお休みだったので、お互いの部屋で一緒に過ごしつつ、苦手意識のあった小論文の勉強をした。大学時代に家庭教師のアルバイトをしていた彼が親身に指導してくれた甲斐あって、筋の通った文を安定的に書けるようになった。

　一月に入ってからは、中村さんや樺島さんが面接の練習にたくさん付き合ってくれた。ＤＴＩ社員ならではの返答例やアドバイスもたくさんもらえて、とても参考になった。

　そして迎えた試験当日。朝から鼻血が出たり、緊張でいつも以上に手が冷えたりして、調子が万全とはいえなかった。筆記試験も面接も、体調なりの出来だったと思う。

　最も不安視しているのは、社内評価だ。真摯に勤めてきたつもりだけれど、十一月に秘書課の女子と揉めて下げた分をどれだけ挽回できたかはわからない。

　正直、自信はない。ただ、可能性がないとも思っていない。

　私はピンと背筋を伸ばし、しっかり瀬尾さんに向き合った。

「この度は、弊社の正社員登用試験にご応募いただき、誠にありがとうございました」

「こちらこそ、チャンスをくださってありがとうございました」

「さっそくですが、試験の合否をお伝えします」

「……はい」

　テーブルに隠れている両手をギュッと握る。いつも乾燥気味なのに、汗でじっとり湿っている。

「白石美優さん、合格です。来年度からぜひ、弊社の社員として勤務していただきたいと思っております」

　瀬尾さんはそう告げて、書類を一枚こちらに差し出した。〝採用通知書〟と書かれている。

「あ……ありがとうございます！」

　やった。やった！　合格だ！　夢が叶った！

　学歴も資格も大した職歴もない私が、ＤＴＩの正社員になれる！

　あまりに嬉しくて涙が止められない。私がボロボロ泣くので、瀬尾さんは焦ったように一度ミーティングルームを出て、箱入りのティッシュを持ってきてくれた。みっともないところを見せてしまって申し訳ない。でも、とにかく報われたことが嬉しい。

「白石さんはとにかく社内評価が高くて、あらゆる部署の社員から〝採用してほしい〟と声が上がっていました」

「そうなんですか？」

「一年にも満たない短い期間でこれほどの人望を得られるあなたを、採用しない理由はありません。今後とも末長く、弊社をよろしくお願いします」






　この日の夜は、石崎と合格お祝いデートだ。もし不合格だったとしても、残念会デートになる予定だった。

　店はすでに予約してあると言うのでウキウキして彼について行ったのだが、まさかホテルの最上階レストランの個室に連れて来られるとは思ってもみなかった。黒のスーツをビシッと着たスタッフに恭しく部屋まで案内された私は、絶賛ドギマギしているところだ。

「この部屋すごい！　夜景すごい！　テーブルセットもすごい！」

　すごいしか言葉が出ない自分の語彙力のなさが悔やまれる。

　個室はまるでお城の中のような調度品で飾られていて、テーブルにはたくさんのグラスやカトラリーが並び、シャンデリアの光を反射してキラキラしている。大きな窓から見える夜景は宝石を散りばめたように煌びやか。

　こんなデートは初めてだ。まるで夢の世界にいるみたい。

　すごいすごいと興奮する私を見て、彼は満足げに微笑んでいる。サラッとこんなレストランを予約したりするので、彼と付き合って以来、私はたびたびいい意味で驚かされている。

　ひと目惚れした時の、〝彼となら絶対に素敵な恋ができる〟という確信は正しかった。

「美優ちゃん、ＤＴＩ合格おめでとう」

　シャンパンで乾杯。このシャンパンは、先ほどギャルソンがウェルカムドリンクだと言って注いでいったものだ。炭酸がきめ細かく滑らかに感じられて、透明なのにクリーミー。ひと口で上質なお酒だとすぐわかる。とても美味しい。

「ありがとう誠司くん。みんながたくさん応援してくれたおかげだよ」

　面接対策に協力してくれた中村さんと樺島さん。私を推してくれた社員のみんな。そして目の前にいる大好きな彼。誰が欠けても合格は叶わなかったと思う。

　合格を報告した時、中村さんと樺島さんは飛び上がって喜んでくれた。さやかママとユカさんからは、温かいお祝いのメッセージをもらった。母なんて電話口で号泣して喜んでくれたし、弟たちも素っ気ないながら、【おめでとう】【すげーじゃん】と即レスをくれた。

　正社員登用試験を通じて、改めて自分がたくさんの人たちに支えられていることを実感した。合格を聞いた時になかなか涙が止まらなかったのは、みんなの顔が浮かんだからだ。

　石崎はというと、合格を伝えるなり私を強く抱きしめた。それが社員食堂の中だったので、私たちが付き合っていることが会社中にバレてしまった。質問攻めを受けそうで、明日からの配達がちょっと怖い。

　……でも。

「なんだか今、人生でいちばん幸せかも」

　ポカポカ温かくなった胸を押さえながら呟く。溢れそうなこの幸福を、少しも取りこぼしたくない。

「もっと幸せなことがこれからもたくさん起きるって、俺は思うけどな」

　彼はそう言って、早くもシャンパングラスを空にした。

「これ以上幸せなことなんてあるかなぁ」

　夢が叶い、みんなに祝福され、大好きな人と素敵なデート。これ以上のことなんて想像がつかない。

　その時、隣の個室から拍手が聞こえた。ウェディングソングと「プロポーズ成功、おめでとうございます！」「末長くお幸せに！」の声。

「たとえば……結婚、とか？」

　人生ままならないな。

　これからもそう思ってしまう瞬間が、何度も訪れるだろう。

　だけどきっと、その何十倍、何百倍の素敵な瞬間が待っている。

　私は彼との間に新たなフラグが立ったのを感じながら、これからの自分の人生に大きな希望と期待を抱くのだった。
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